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は じ め に

音楽の学力とは，音楽学習によって生徒が身につけるものである。まずこ，生

徒はそれを身につけることによって，さらに芸術性の高い音楽を学ぶことがで

きるものでなければならない。

生徒はその成長発達の過程のあらゆる場ー商で，さまざまな経験を累積する。

したがって学力を広く考えるならば，生徒の生活環境の音楽的な条件はすべて

音楽の学力を形成する因子となるであろう。

しかし，本研究においては，学力を形成する場面を学校で意図的に進める音

楽教育におき，学力の内容も学校の音楽教育によって生徒の身につけることを

ねらうものに限定して考察を進めたい。

以上のように学力を限定するならば，その学力の内容はどのようなものであ

ろうか，とくに音楽の学力としての基本的な性格としては，どのようなことを

考えなければならないであろうか。

このことについて公的な立場からそれを示していちるのは，学習指導要領の音

楽科の百標であろう。

学習指導要領では音楽教育の目標について，つぎのように記してある。

昭和26年く1951)改訂版では，中学校，高等学校の目標之して「音楽経験を

とおして深い美的情操と豊かな人間性とを養い，円満な人格の発達をはかり，

好ま しい社会人としての教養を高める」ことをあげ，さらにその目標を達成す

るために，具体的に一世間棋として?項をらげている。(注 1) 

改訂中学校学習指導要領 (195めでは， i目標の各項目は，相互に密接な関

連をもって，全体として音楽科の目標をなすものである・・4・J (注2)として

目標の ll)には，

「音楽の表現や鑑賞を通して美的感覚を洗練し，情操を高め，豊かな人間性

を養う」と示している。 く注3)

以上の新!日の二つの学習指導要領の目標をとおして，共通に読みとることの

できる基本的な考え方としては，つぎの点であろう。

それは，音楽学習によって生徒の身につけるものは，知的なものであろうと



技術的なものであろうと，それを身につけることによりつねに生徒の音楽美に

対する感覚や，判断力や，実的情操が高められていぐもので、なければなあない

ということである。

そして，このことは音楽の学力としてもっとも重要であり，基本的な性格と

もいうべきものであろう。

「美的感覚を洗練し，情操を高める」ということを中心とすることは，音楽

の本来もっている本質的な性格にもよるものであるが，音楽教育のおかれてい、

る現実よりみるならば，指導の方法論の上からも強調されねばならない。

たとえば，生徒が文字や数字ぞ音符などの記号の意味や，その記号を操作す

る方法について学習する過程を考えてみたい。

音楽で使用する音符，休符の役割は，言語生活，数量生活における文字ある

いは数字のもつ校害uと比較することができょう。

数字をはじめて学習する場合，多くの児童は素朴であり具体的な物に即した

盗ではあるが，その学習する記号の直接に内容となるものを生活としてもって

いるであろう。 i1 Jという数字のよみ方や書き方を学習する前に， i 1 Jと

いう数表象を ilJということばで，あるいは 「一つ」ということばで用いる

ことのでをる数量生活を営んでいるのでおる。

その読みかたや記しかたを学習する場合は，その数の意味は素朴な数概念で

はあるけれど，その記号と容易に結合するであろう。

この初発的な数字の学習過程とその生徒の生活内容としてもつ数概念との関

係は文字についての学習と言語生活との関係にも閉じく考えられる。

音楽の場合では，生徒の生活経験のなかには，音楽について感覚的な経験の

機会は多いであろうが，記号それ自体に直接結合してその記号の意味内容とな

るような経験の機会は乏しいことが予想される。この傾向は，音楽で用いる記

号だけでなく，音楽に関する知的な内容については，一般に共通しているので

はないだろうか。

そこで音楽において，記号などの学習では，ただその意味を言葉として知る

だけではなくて，音による感覚的な訓鯨によって音楽としての内容を身につけ

させていかなければならなし、。
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具体例として音符にういてみるならば，苦符の組み合せが音の組み合せ之して

指導されるだけでなく，旋律として指導され，その旋律による生徒の情緒的な

反応と関連して指導されなければならないのである。

記号のもつ音楽的意味を理解する一ーその記号によって表現される音楽によ

る感性的，情緒的な反応を主おして句ーーことが重要であることは，ただ記号の

学習の場合にだけ強調されることではない。

音楽で必要とする記号以外の知的内容や技能の学習も同じように生徒の感性

に訴えた豊かな音楽的経験であるととが必要である。

音楽に関する知識や技能を学習するについて，上記のように主張することは

学習指導要領の音楽の目標(1)が，それ以下の目標を総括するという性格からみ

て，つぎのようにもいうことができるであろう。〈注4)

音楽学習では学習内容としてとりあげるものが知識であろうと技能であろう

とにhかわらず，それを習得することによりいっそう高い芸術としての音楽の

表現と鑑賞を可能とするものでなければならないということである。

そのようであってこそはじめて音楽の学力として身についた知識であり技能

であるといってよいのではないだろうか。

そこで音楽としての学カの全体構造をつぎのように考えたい。

①' 
音楽に対する愛好心

一学習の動機としての鑑賞力一

。すぐれた美的享受態度

。強し、創造的欲求

「洗練ーされた美的感覚と高い情操」

② 

、
三

¥
B
 

¥
 

ヘ
ダ
〆

/
 /

 ノ
d
p

③ 

音楽の諸・要素に対する感覚的

側面

<-ー一一一-ーーーーーーーーー司令

音楽の鑑賞，表現の技術的

側面

歌11昌，演奏技術，楽典，

音楽史等の知的内容等

音に対する

弁別，判断

知覚，直 観等

上の図にみるように〆直接に学習によって指導される感覚的側面と技術的側

面を全体として統ーする人間性の深層にあるものとして， r音楽応対する愛好
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心一学習の動機としての鑑賞力一」をおく。〈注5)

そして音楽の学力としては図の①②③全体を包括して学プJと考えるのであ

る。(注6)

いまこの図の各項について詳述するいとまをもたないが， 生徒の学力のーろ

の具体例として「正しい発声ができるJというような歌唱の技能や「音楽史」

などの知識について考えてみる。

これらの項目の内容はさきにあげた図の③の技術的側面の分野に包括される

ものである。この場合「技術的側面」とは，ただ楽器の演奏技術や歌唱の技術

だけでなく， [""音楽用語の理解」というような楽典や理論に関する知識までふ

くめて広く考えたい。

さてその技術的側面の一つの具体例としてさきにあげた「発声」と「音楽

史」でらるが，発声については「音程弁別」や「旋律感J， [""声の共鳴J等の

感覚をともな¥"，音楽史ならば，たとえば，楽曲の形式のうつり署長わりを実際

の楽曲をきくことにより感覚的には撮することなどの，図の②にあげた感覚的

側面がともなわなければならない。

そして，それらはさらに図の①にあげた生徒の音楽性を芸術的に高めていく

カとなる人間性の深層にある美的感覚，情操とつながってこそ音楽の学力とし

ての意味をもち得るものとなる。

このように図の③でとりあげている技術的側面について述べた内容は，②の

感覚的側面についてもいわれよう。

学習の結果 「和音感がつく」あるいは「音程弁別が鋭敏である」といっても

それは音楽の学力を繕成する属性の一部分にはちがいないが，それだけで個々

では音楽の学力として完全であるとはいい難い。それは図の③の・技術的側商と

結合して「読書普カ」 となり「視唱力 ・視爽力」となり，らるいは「合唱力Jと

なり，さらに鑑賞力につながり生徒の音楽性をより高めるカとして統合されな

ければならない。

そこではじめて，より芸術性の高い音楽を鑑賞することのできるカ(学力〕

といい得るものであろう。

この技術的側商と感覚的側箇とは，おのおのがそれ自体として独立して音楽
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学力のそれぞれの分野として存在意義を主張し得るものではない。

たとえば，長調と唖調の調性判断が，直接に長和音と短和音とをききくらべ

たり，和声をききくらべたりする，もっぱら図の②による作業をすると同時に

長調，短調の音階や和音の構成や，楽曲の分析研究による転調のとりあっかい

方などの図の③の項目の作業をあわせることにより，なおいっそう高められる

という事実からも，そのことはみとめられよう。(注7)

技術的側面の指導にはつねに感覚的側面をともない，感覚的側面はまた知的

に練ることにより，より芸術性の高い音楽性を獲得することが可能となるもの

である。

したがって，感覚的側面をとくに強調することも，技術的側面だけをとくに

強調することも誤りである。

図についていうならば，②③が相互関連の姿で①に統合されてこそはじめて

意味があるのである。したがって，音楽の学力を考えるにあたっては，この図

の②③が相互関連して，①に統合する構造の中でつねに問題を究明しなければ

ならない。

さて，音楽の学力構造については以上のように考えながら，さらに教師が，

この評価についてどう考えるかについてふれてみたい。

直接，指導にあたる教師にとって，生徒の学力はその指導効果を評価するた

めの根拠となることが必要である。

また，生徒の学力はつねに正確には握されなければならないし，生徒の学力

は客観的に測定することが可能であるということが要請されるであろう。

その立場から，さきにあげた図の1全体について，②③の項目の内容やその関

連の度合や，①による統合の状況を，どの程度まで客観的には握できるであろ

うかということが学習指導実践とから学力研究の問題となってくる。

現代の評価技術をもってしては生徒の意識の深層まで究め，とくに芸術的行

動についてそれをうどかしているその生徒の美的享受態度とか鑑賞カ等につい

ててがるに正確にしかも能率的に測定するということはなかなか容易なことで

はない。

むしろ客観的に測定することが困難な部商が非常に多いといってよいのでは

.，- 5ー



ないだろうか。

この困難な部面についての研究は音楽教育の今日の重要な課題の一つであっ

て，測定についても個人検査や集団検夜などいろいろの用具を使って試みられ

ているが，なお研究すべき多くの問題を残しているのが笑状であろう。

教師が学級集団を対象として指導を進めている実際を考えると，現在試みら

れているいろいろな測定の方法や用具を，すぐさま自分の指導する学級に適用

してそれから望ましい結果を期持する，ということもなかなか容易なことでは

ない。

音楽教育吃鑑賞に関する諸問題が再三再四各方面でとりあげられるのもこの

聞の事情を如実に物語っているものと考えられる。この①について音楽学力研

究』二重要であるからといって観点としてとりおげでも，その観点にたって教師

が学力を客観的に，しかも容易には握ずることが困難であるならば，その観点

の学習指導上の意義は薄弱ではないかといわれるかもしれない。

しかし，さきにあげた図の①の測定困難ということは，現在の時点における

評価用具や測定方法の技術的問題にかかっているので，今後研究の発展によっ

て現段階における困難はやがて解決されていくであろうことも予想される。

したがって測定し難い等の現実の理由によっては損される学力の内容は限定

されても，同時に指導の内容や目標まで，その限定された学力によって範聞を

かぎるのは誤りであろう。

指導はおくまで図にあげた学力の①②③の全体総造を見とおして，その全体

を学力として指導すべきである。

このように，現実に学力の客観的には握される範囲は，主として測定技桁の

進歩の程度や，その生徒のおかれている場面の要因により制約され， 図にかか

け'た構造の全体をそのまま客観的に測定することは悶難である。

とくに本研究の基礎資料となった高校進学学カ検査においては，その検査実

施上種々な制限もあり，適切な評価技術を自由に駆使するということは許され

ない。

評価結果を生徒より収集する場合ぺF パF テストの結果が中心であるため，

歌唱や演奏などの生徒の表現活動をそのまま直接に評価対象とすることは困難

であるが，そのことなども評価のための資料4収集上の制限の---oilであろう。
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そこで検査内容には，生徒の音楽性を高める人間性の深層にあるものへのア

プローチを意図しながらも，比較的測定の容易な感覚的測函と技術的測扇を中

心とし，検査方法も限られた範圏に限定せざるを得.なし、。

しかしながら，本県の検査では全国にさきがけて突放をとり いれることによ

り，感覚的測函と技術的側面を相互関連のもとにみようとしている。

この音そのものを素材として評価しようとすることは，読譜カをぺーパーテ

ストでみようとするような方法に比べて，はるかに音楽の本質にせまる方法で

ある。

この検査の与えられているいろいろの制約の中で実技をとりいれたことは，

この種の音楽の学力検査としては技術的にも進歩した検査方法で、あって，実施

にあたる人々の努力は高く評価されてよいものでらろう。

この検査結果を資料として研究をすすめるにあたり，それにもとづいていろ

いろと推論する場合，検賓方法と内容からして限界のあることを知らなければ

ならない。しかしその限界は検査方法にもとづ〈限界であり，音楽の学力や音

楽の学習指導の目標や内容を限定ずるものではない。

検査方法やその結巣による限界とは，つぎのようなことも具体的な例であろ

う。たとえば読譜指導の結果として読諾カが身につくことにより「新しい歌曲

を自分一人のカで歌える」ようになり「歌唱による自己表現意欲が高まるJさ

らに「多くの歌曲の中から芸術性の高い歌曲を選んで歌唱をとおして豊かな表

現ができるようになるJというような発展段階が考えられる。

この最後の段階に達してこそ読譜力は音楽の学力とし て完成するわけであ

る。しかし検査では「楽譜より旋律を感じとるJということが直接の検査の対

象となり，読譜力のつくことによりなお一層発展させられると予想する歌唱意

欲の高められることや，すぐれた歌唱表現や，音楽美追求の強い欲求というよ

うなことは「楽譜より旋律を感じとる」としづ行動の様相をとおして間接的に

推測するということになる。

本研究では，各問題および検査結果について，直接には感覚的側面と技術的

側面を検討をしながらも，それらの領域の全体構造における位置をつねに考慮

しながら研究を進めた。それらの領域ですぐれた能力を示す生徒は，構造図の

①との関連においても恐らく高い位置を占めるであろうと期待される。



このことは資料を分析し，解釈するにあたってのわれわれの纂本的立場で、あっ

た。

検査結果にもとづいて今後の指導方法を検討するにあたっても，その立場に

たって研究を進め「指導上の留意点」としてまとめたのである。

たとえば本研究の中で生徒のフレーズ感覚にふれているが， I指導上の留意

点Jとして「旋律の段落としての感覚をつかませなければならない」というと

同時に「フレーズは流れる旋律の一部として歌われなければならないJと述べ

ている。

この「歌われるJということは「りズム音程を正しく歌う Jということ以上

に，音楽学習の金分野で指導される時間芸術としての音楽の「旋律の均整美を

感覚的には握する」ということや「美しい流動感をもった音楽の表現としての

旋律の歌唱」という段階まで発展?ることを意味しているのである。

との段階では，旋律:について感覚的側面と技術的側面が，相互に関連しあい

ながらも生徒の音楽性そのものを高める婆に発展しているものであって，さき

にあげた構造図の①に統合されていく婆でもある。指導上の留意点としてはそ

の段階まで意図してとりあげた。

また，学習する生徒の立場からみても，以上の点についてわれわれはつぎの

ように考えた。たとえば，音楽用語のーっとして「本位記号」を例にとってい

うならば，その記号の「原音にもどる」という意味は音楽を学習する際でなく

とも，その語義を学習し，記憶することは可能であろう。

しかしそれが音楽用語として理解されるためには「本位記号」による実際の

音の操作ができることが必要であり，そのためには，表現，鑑賞の音楽会分野

で，実際の楽曲に即して歌唱，演奏，創作，鑑賞の活動の中で指導してこそは

じめで音楽の学力として身につくものと考えたのである。

以上に述べたことがらが，検査問題やその結果を分析し検討するにあたっ

て，基底となっているわれわれの考え方である。
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注 l 中学校，高等学校学習指導要領 音楽科編 (試案〉

昭和26年改訂版 女叩省 9頁ー10頁

主主2 中等教育資料VJfー13 交部省中等教育課編集 臨時増刊 一 昭34

「改訂中学校学習指導要領とその鱗説J 112頁

注3 注2主同省 111頁

注4 注2主問書 354頁

「この目標は次のような備成をとっている。

第 1項 目照会体を覆うもので，第2項以下の目標をじゅうぶんに達成す

ることによりこの第 l項にしぼられてくる。 」

注ラ 金子書房 芸能科学習の心理 Hs29 

音楽の鑑賞と表現の心鹿 実篠 将

103頁鑑賞の意義 119頁鑑賞と演奏との関係、

注6 (1) 明治図書 中学校学習指導要領の展開 音楽科縞 昭34

7頁 「音楽におい.ては芸術的直観力と基本的技能力とをあわせ学習す

ることが必要である j

この考え方については鰐造図の②号を基本的技能力とし，①を失術的直

視力とわれわれは解釈した。芸術的l息調力と基本的主主能は不離の関係に

あるものであって，音楽学力としては，その両者を包括すべきものであ

ろう。

(2) 教育心理 Vol.17 No.2 32頁-34頁

茂木氏は音楽学力についてつぎのように対比し，それぞれ右側に記した

用具を測定方法としてあげてし、る。

1.音楽的聴覚一一シーショアーテスト

2.音楽的感覚一一同研式テスト

3，音楽学力一一教師評価の成績

そして 「聴覚的機能が教科目え絞におよぼす影響は音楽的感受性にはおよ

ばなL、」としている。

この三項目に分類して氏は聴覚的なもの感覚的なものを一応学力より

はずしているが，われわれはこれらをふくめて学力を広く考えた。

構造図の②の内容にはそのような感覚的な部商をふくめてあるのであ

る。したがって②の内容にはかなり素質的といわれるものを包含するこ

とになる。 しかし学力主 しては重要な意義をもつものとしてとりあげた

のはつぎの考えかすこによる。

教育音楽 1956.4 70頁 桜林 仁
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-・・・音楽心理学では「音感」のするどさを音楽才能の重姿な凶了ーとみな

して米ました。それも20世紀の初の項のシ ーショア一説のように音感の

するどきを先天的才能と考えて訓練無用論をとなえてLザこ時代はおわっ

て「音感」をふくめて音楽才能が，後天的影響によって養われるもので

あるとし、う訓練有用説に傾いてきました・・・・」

注7 金寸‘書房 「芸能科学習の心理」 関 計 夫 91頁92頁

とくにつぎの点に注意されたL、。 92頁

「・・・・・・幼児の才能はそのまま進行せず， これに知的なェラポνージョ Y

くelaboration)が必要になる。この elaborationを怠ると感性的なものは

いっともなミ消滅するのである・・・・。J
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問題の分類と一覧表

ぺーパーテス l'，および笑校の問題は，全体をつぎのように分類した。

ぺーパーテス トについては.

楽典に関する問慎重

器楽に関する問題

鑑賞に関する問題

創作に関する問題

突放については，

音楽的感覚

旋律と楽譜の照合

「この分野の問題は，同じく旋律と楽識の照合でありながら出題形式をおの

おの多少異にしているのでさらに小分類にした。 J

聴音書取

以上の分類は問題の全体を槻倍するために用いたもρで，必ずしも全体とし

て統一されていない。たとえばペーパーテス トにおける楽典の内容は， 他のす

べての領域に関係もあり，他の領域にそれぞれわけることもできょう。その意

味では，便宜的な分類であるが，この分類の主なねらいは生徒の困難点，指導

上の留意点ができるだけ具体的に述べられるよう にとの目的で分類したもので

ある。ペーパーテストは金体に読譜力に総括される内容の技術的側面が主とな

り，実技はさらに感覚的側面が結合したものとみることもできょう。

つぎに分類一覧表宏あげるo 問題のあるものはそのねらいや形式により，二

つの分野に重複してあげたものもある。しかし，その数はごくわずかである。

-11ー



話1¥Q1|昭和30年|帥31年 !町説年 |昭和畔 |脚例年 |

ベ 楽典 | 問 題 31問題侶)問題臼)問題り)

l 問問題題 問題(3)-イ

J< 

|問題間器

7・
|問題則自露間 |問題(巾題間ス 鑑

ト

作|問題凶l |問題山題山題 1)創j

実
旋譜律の照と楽合 I 

|問 題(巾 題は}

|問題(巾題 1)

旋譜律の2照と合楽I 

技

旋譜律の3照と楽合I |問題凶

題|問題(山題れ題(巾題。)

各項目の内容について

各問題については，つぎのようにまとめた。各問題について，問題には，各

問題をそのままあげ，その問題の実施された年度，およびとりあげられた問題

が，その年度のペーパーテスト，あるいは実技の第何番目の問題であるか，そ

の番号と実施結果にみられる正答率をあげた。

また実技についてはp 実施方法もその問題の難易度を決定する重要な条件に

なると思われるので，問題に付随してその実施方法を簡単な表にまとめてあげ

た。

全体をとおして問題の項目の内容はすべて問題，あるいは実施方法である二

問題のねらいと生徒の困難点の項目には，その問題のねらいと生徒の調難宇

と推察される事項をあげた。すべて各問題にわたりこの項の(1)はその問題のね

らいである。各問題は全体として，それを解決するためにはその問題で、直接内‘

容としている事項ばかりでなく，広く音楽学習の全体に文脈を持ち，手落ちの

ー 12ー



ない日常の指導結果，身tこう〈と予想されるものが必要で、あるが，この項の第

一項として，(1)にあげたねらいにはその問題の内容に限定し，直接問題にとり

あげているものにしぼり，それをねらいとしてまとめることにした。

この項の凶以下の困難点には，その問題を解くために必3嬰とする知識.理解

放能等や，あるいはその問題の形式，あるいは実施方法等種々の観点より困難

と思われる事項をあけγこ。

指導上の留意点の項には，その問題による検査実施結果の正答率等よりみ

て，今後とくに指導すべき部面や，その問題をとおして音楽学習指導上の要点

を列記した。

全体として，各問題が単一な性格でなくいろいろな内容をふくんでいるため

に，生徒の困難点，およひ

なくなしい、、。しかし各問題ごとlに乙でで、きるだけ具体的lに}亡乙まとめるとLい、ヴう態度をとつ

fたこ7たこめ，あえて重複をさけることなく，必要と思われるところには同一→事項を

くり返してあげである。

各問題をとおして根幹となっているものを一言にしていえば，読譜カといわ

れよう。

しかし，読譜力を指導するための留意点として，全体をま とめることをせず

に，各問題について具体的な問題資料に即して述べてある。したがって読諸カ

を指導するための重要と思われる事項は，これらの全体をみとおすことによっ

て完全なものとなる。
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ペ ー パーテス トの問題

楽 典 に 関 する問題

反復記号の理解

間 題 A 昭和3D年度ペーパーテス ト (1) 正答率 33.8% 

つぎのように構成しである楽曲は.何小節を奏することになるか。その小節の数

を書きなさい。

童
問 題 B 

円τ一一一一一一ーーrr.ーーーーーーーー

EI  ... I 

E ・ ・，. 
E .. 1"  

昭和32年度ペーパーテスト (1) 

3答 小節

正答率 イ~62.5% ロ ~4/.4%

つぎはある楽曲から音符休符をのぞいたものである。このように作られてし・る楽
ぞ〉

幽を演奏するときは，イ.ではa・b，ロ.ではa・b・c・.d• eの部分をどの

ような順序で淡奏するか。演奏する順にその符号をそれぞれの右がわの答のーーの

上にならべなさL、。

a 
・

4 ・ ゐL一一I--~~
，，~一一一一一~a~一一一一......'Fi帥」一一一一一--"b~一一一一一-'D心

a n " 

gーム2

，，~一一一一一~3.~一一_____J.._一一-b'一一-'.._ー~C戸戸ー'

，a '" 
1占台イ・ I I 

，，~一一一一一-'()~一一一一一一- ~一一一一一ーへer一一一一--'o.s.

問題のねらいと生徒の函難点

答

答

(1) いろいろな反復記号の意味が， 正 しく理解されているかどうかをみる問

題である。

(2) これらの記号についてp その名称をきいているのではなくて，音楽の記
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そ予乙してのはたらき方をきいているのである。したがって楽譜について視唱あ

るいは視奏力があるならばそれほど理解に困難な記号ではなL、。とりあげられ

ている記号についてみると，問題Aおよび問題B.......イは比較的に問題B.......ロよ

りも学習する機会が多いであろう。また問題B.......ロの?の記号などは普通延音

記号としてよく用いられるため，終止の時に使うこともあることなど忘れてい

るかもしれない。いずれにしても問題B.......ロは構成も複雑であるため困難度は

やや高いと考えられる。正答率をみるに，問題Bが問題Aに比較して高くなっ

ていることは，この事項についての生徒の理解がこの年次聞に桔当に進んでい

ることを示している。

指導上の留意 点

u) これらの記号のはたらきや使い方は，それほどむずかしいものではな

い。しかし，中学 3年間で各教材にこれらの記号は必ず出るというほどのもの

でもないのてうとかく忘れがちになるo

したがって，ふだんから出て来るいろいろな記号に注意する，見落さないで

正しく読譜するという習慣をつけなければならない。

(お実際の歌唱なり演奏なりの経験に即して指導しなければならなし、。そし

て，一つの記号が教材にでてきた場合には，その記号をつかっているほかの教

材と比較させたり，他の反復記号をつかっている教材を思い出させ，それらの

教材と比較対照させたりする。また実際に五線上に書かせてみる等の指導も必

要である。

(3) 反復記号の音楽的な意味を感覚としてよくわからせることが大切であ

る。

反復されている場合は流れる旋律が， 一つの楽曲としてまとまるときに必要

なのであって，その場合その旋律を反復しないでみると，中断された感じ，

未完の感じが残る。このような感覚を反復の有無によって，まずとらえさせ

る。

そのためには，この記号を用いている教材の演奏や歌唱をするときに，旋律

の全休としての形式の統一に注意させたり，あるいは， I丁一，1-2-の記号の

おのおのの和声進行や旋律を笑際にピアノでひいてきかせ，その終止感を比べ
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させるということなども役だつであろう。

2. 

問

有名な歌曲の疏律記憶

題 昭和30年度ベーパーテスト (2) 

正答率 イ-37.6%

ニ-17.8%

ロ-64.7%

ホ-35.9%

ハ -38.9%

つぎは「ほたるの光」の旋律を書いたものであるが，誤りのある小節が五つあ

る。それらの小節の番号を，下の( )の中に一つずつ嘗きなさい。

九J4 h寸件~叫んい判→↓
?そ¥V4 11 >1.・ 4 ・H'目.1'‘'ぷえ十世?司，.'"111 '" ・・~

d 一手-r----r一γγー γ4γ-

47ーデι士，- ~~ ‘r"-+r---f.、I--r:::、':=!

4q-t1. ， ， ..副ーt+"<I'ご・H、!"-"， "1 w.，計..，

---g---.寸T}}「ャー'1デー「f -寸ア--r-

答 く ) ( ) ( ・〕く) ( 

問題のねらいと生徒の困難点

〉

(].) この問題では，有名な歌曲の旋律のE確な記憶を読譜力をとおしてみよ

うとするものである。

(2) へ長調でありそれほどむずかしいリズムの旋律でもないのにあまり正答

率が高くないのは，恐らくよく知られている歌曲であるだけに不正確な記憶を

していることと恩われる。つまり歌曲を正確に暗唱歌にまで学習するこ とは，

新しい未知の旋律でない場合は，なかなかむずかしいこ とをしめしている。

ロは第五小節で~るが，音符の時価については相当な理解に達していると考

えられる。J第十七小節の正答率のやや低いのは，弱起の理解が難しいというよ

りも，忘れて見落したものであろう。またハ長調に比ぺてへ長調の統語力のお

ちていることも考えられる。

指 導 上の 留意点

(1) 暗唱歌を多くしてレパー トリ ーを広げることは重要なことである。しか

しその暗唱歌が築外に，不正確に歌われている場合が多いo 一度不正確におぼ

えると， とくにききおぼえの場合など， その修正は非常に困難である。最初に
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旋律をまずつかむ段階では楽譜の視唱をあわせることにより，その旋律の正し

い音程，リズムの締習を充分にすることが必要である。

(2) 語大唱指導のときにいつも全体の斉唱で終止することなく，班別に，ある

いは個人ごとに歌う機会もつくって，正しいものと誤って歌っているものと比

較させ，どれがTEしいか，どこがまちがっているかを判別できるように指導す

る。また暗唱歌を記譜させる練習もよい。

(紛すでに誤って覚えている生徒の修正はなかなか困難ではあるが，誤って

歌っている生徒は，個々に正しい旋律と比較させ，その歌曲で常々自分がまち

がって歌っている箇所，まちがい易い箇所をはっきりと自覚させるようにす

る。また時々階名唱をさせてみると 2こもよい。

(中) 弱起について，小学校から強起の歌曲が若干多く弱起の歌曲はすくなL、

ので，謂起が歌曲に出てきた時には，ゼいねいに指導する必要がある。弱起は

なにも旋律として特殊な場合ではないので，視唱や聴音の指導をとおして，強

起の旋律と比較させたり，あるいは弱起の歌曲のすでに学習したものを例とし

ていくつかあつめて比べたりして，最初と最後の小節が不完全/J、節であること

などの楽譜上の特長をつかませておく。

3.旋律の読譜と移調

問題 昭和33年度ベ「パーテスト (1) 正答率イ~位、/%ロ-69.0%

J弘、

つぎの楽部は，ある歌山のー部分である。これについて，つぎの聞に答えなさ

L、。

a-

a戸長一~ 冒 jl I .，. t J'-tI.:__ーで，I...ti;Jコ;I:::J・ a で E 
.J -. - .，----・'・~. '!IfIII' 

Eゅう

イ よの楽穏に.縦線をいれて小節にわけなさL、。

口 上の歌l泊唱C，，，;、長制r-:.i移調する場合には，最初の音符は五線上のどこに普い

たらよいか。その音符を下の五線に書きなさし、。

a・ -
章k'l!
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問題のねらいと生徒の困難点

(1) 音符休符の時価，拍子，等の記号や移調についての理解をみる問題であ

る。

(2) %拍子でらるために，リズムについては多少の図難は予想されるが，使

用している音符休符が比較的よく使われている種類のものであるためか，この

程度の読譜にはあまり困難ではないように思われる。事実正答率も高いので，

この問題をとくためによる要とする程度の生徒の読譜能力は，かなり身について

いると考えられる。

指導上の留意点

(1) 音符:休符の時価の計算ができれば，それだけでも問題のイはとくことが

できるのでは為るが，時価について出ただ機織的に計算するというのではなく

実際の教材に即して，しかも歌唱や演奏の活動に関連して指導することが望ま

しい。

(2) 小節をくぎる作業も教材の写譜や作曲などに関連して，できるどけ広く

数多く経験させなければならない。

(8) 移調についてはその意味をよく理解させるとともに，旋律を実際に移調

して，いろいろな調で比較してきいて，その感じがどのように変るかを感じさ

せることが重要である。

(4)前項と並行して，暗唱歌を移調して記諾する。部分的に三小節くらいを

いろいろな調子に移調して記譜してみる練習もよし、。

(5) この問題で要求する理解内容は読譜カの大切な部分であるが，こうした

カをつけるためには，聴音や視11首練習とあいまって，写譜や記譜の練習を進め

ていく ことで効果をあげる場合が多い。教育研究集会で作成した「視唱教材と

!聴音教材Jなどを活用してほしい。

4. 音楽の諸記号の理解

問 題 昭和3:)年度ペーパーテスト (3)

正答率イ~仏.8% ロ~守0.6% ハ-82.守%

t ニ~ら0.3% ホ-87‘らう4

-/8-



楽譜tこは，つぎのような記号が用いられる。それぞれの記号を正しく説明してい

るものを五つ選んで，その番号を下のく 〉の中に一つずつ書きなさし、。

本来同音円高さをまわ音問〈ずる。

渡航管告示す.

特に~S (習場する.

ニ町拍子l主λ分丹六拍手で.二拍子と
問じし二つずつに拍子をとってよい.

二円周子記号li.ト長調またはホ短劉
をあらわす.

く

z
h軽
震

6 

7. 
だんだんおそ〈なる.

二分休止符である.

四分音符を一分間に 120奏す
る速度を示'f.

低音部記号でゐる.

lニフ7

8 

9 

10 〈・}かえしを品らわす.

4・三妾三

， 〉〉( 〉( 〉〈〉( 答

問題のねらいと生徒の困難点

よく用いられるいくつかの記号についての理解をしらべるものである。i1) 

これらの記号は教材によく刻いられるものである。全体として正答寧よ

りみてよく理解されていると考えられる。しかし%拍子の拍子のとりかたなど

があまりよくできていないところをみると，言葉としてはこれらの記号はよく

ω 

理解されてはいても， 音楽的な経験をともなっているかどうかということにな

ると若干問題があるかと思われる。

指導上の留意点

(1)歌唱や演奏や鑑賞の笑際に即して説明し，反復して指導し，生徒の正確

な記憶をたしかめることにより身につくよう指導する。まぎらわしい使い方，

たとえば勺などについてはそれを用いている楽曲をとり出 して対比させて，そ

のちがいを説明すること。

J =120についても， J =120υ土Jが一分間に120左いうだけでは，単(助

なる知識であって生きた音楽の知識とはいえない。歩く速さと比較させたり，

J = 120の楽曲の速さをメトロノームでたしかめたり，拍子をとらせたり ，指

揮絡をふらぜたり，笑際の速さの感覚として理解させる。%拍子の拍子のとり

かたにしても，笑際に指揮隊をふらせるとよく理解される。

楽譜に用いられる記号の指導は，単にそれを単独にとりだして説明する

のではなくて，必ず実際の楽曲の中で音楽としてどのような意味を持ち，役割

(3) 

りを持つかを理解させるとともに表現活動に適用させてみることに留意しなく
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てはならない。

むよび息つぎ旋律の調子名，5. 

イ-40.7% ロ-/3.0%正答率(3) 昭和31年度ベ{パーテスト題問

つぎの楽務につL、て，下の問に答えなさ¥"0

量寺 毒主三司

イ この曲は何調ですか。つぎの調子名のうちから正しいと思うものを選んで，

その番号をOでかこみなさい。

1.ハ長調 2. ~、短調 3.イ短調 4. ト長調

ロ この旋律を歌うのに，途中で一回息をつぐとすればどこがよいか。適当主恩

うところに「息つぎ」の記号ーな書き入れなさい。

ま手
出

F拝戸争

問題のねらいと生徒の困難点

短音階の理解と弱起の旋律のプレスを問う問題である。(1) 

長調と短調の弁別は生徒にとってなかなかむずかしい場合が多いのであ(2) 

るがとくにこの問題のように.旋律だけしかしめされていない場合では，相当

に読譜力を身につけていないと困難でゐろうと考えられる。

一般に小中学校の教材をとおして短調をとりあっかう機会は，長調をと(B) 

こうしたことも，その調子りゐっかう機会にくら《てすくないと思われるが，

弁別を困難にしている原因のーっともいい得るであろう 。

この問題のブレコえについては，弱起の感覚とフレーズ感があれば，自然(4) 

ことに視唱の場合では

プレスがわずか 13.0.%にすぎない

この点は生徒にとって著しく困難なところであったと想像され

な息つぎの場所はわかるのである。 この感覚は，読譜，

重要な能力である。正答率についてみるじ

ことからみて，

る。

指導上の留意点

短調の指導は楽譜の上だけでなく，感覚による指導が大切である3 簡単

な旋律をピア/で長調あるいは短調に転調1してきかせたり， レコード鑑賞の時

もーニ 20 ー
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にその楽曲の調子に注意してきかせる。

(2) ときに長調の教材の旋律を短調に転調して両方の感じのちがし、を比較さ

せるのもよし、。

(3) 読譜指導が進んできたならば，伴奏などにも注意して旋律の調子につし〈

ては常に和声を背景としてそれを挟める態度や習慣を身につけさせるようにす

る。そのための指導の一例としては，短調の旋律のはじめと終止におけるラド

ミの和音を長調の場合と対比させてみるのもよい。

ゆ1 読諮指導において音階をとりあつがう場合，必ず関係長調あるいは短調 、

を比較してきかせ，そのちがいを感覚的に理解させること。

.そのような指導が進んだあとで，旋律指導において，ただ楽譜の上だけで、み

わけるためには，短調の旋律のラ→ミの関係や，その導音進行にみられる嬰ソ

音に注意することを理解させておくこともよい。

(~) プレスについては，これはただ息つぎを記入することを指導するこ二とだ

けにとどまらず，フレー・ズ感をもたせるこ とを指導しなくてはならない。フレ

ーズについて，歌唱においては歌詞があるため，それほどまちがった歌い方を'

しないが，器楽になるとフレーズをまちがえてともすると，だらだらとした区

切りの無い旋律を演奏するというようなまちがいをすることも為る。

般に旋律を歌わせることの基礎は歌唱にあると考えられるが，その際と〈

に息つぎを正しく指導したり歌詞に注意させることが， フレ←ズ感指導の重要

な機会であろう。

またとれは歌詞のついた歌曲の歌唱においてはいうまでもないが，読譜の指

導として.ソノレフェータュ練習を実施する場合においても充分考慮して，旋#

のくぎりをどこで・つけたらよいか注意させることが必要である。

(6) 楽曲を笑際に歌唱あるいは演奏することと関連して形式についてもとり

あっかい，モテイ戸フについて生徒に意識して演奏，あるいは歌唱するように

指導する。

行) フレ F ズのとりあっかL、は，とかくすると強起の旋律，休符により 一見

明瞭なものについてだけとりあっかいがちである。問題(1)でふれたように，弱

起は旋律として決して特殊な場合ではない。問題にあげたような弱起， しかも
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H器楽に関する 問題

1. 総譜の読譜，楽器の性質の理解

問 題 昭和31年度ペーパーテスト (2) 正答率イ-Z7.7% ロ22.C%

つぎの楽譜は，合奏の給、静くスコア〉の一節である。これをピアノ，ハーモニカ

大」三鼓，小太鼓で演奏しようとすると，111 r 21 r 3ハ41の楽譜のうち，ハーモニ

カと大太設のうけもつものはどれか。その番号電ピ答の，( )の中に書きなさL、。

またその理由主f倫.単に書きなさし、。

田

自仁
i
E
J
 

B
E
E
J
 

t
t
J
 

-
EJ
 

B

lJ
 

I
l
la
 

‘ • 
T 

τ~ 1 .，. .. ...~..ー ーー-，---;-すす--:Tî
-1マサr一一一一ー-f一-1

fイ.ハーモエカ(

答iロ大太鼓(

〕 そのま現由

〕 その理由

問題のねらいと生徒の困難点

(1) 簡単なリズム合奏の総譜の読譜と， リズム合奏にふつう用いる打楽器の

一例として大太鼓，旋律楽器としてのハ{モz カの性質，その用法についての

理解をみようとする問題である。

(2) 大太鼓やハーモニカについて潰奏経験があると，これはそれほどむずか

しい問題ではないが，そのような体験を持たないと困難な問題であろう。

(3) 総譜についても同じことがし、われよう。しかしこの総譜は小学校のリズ

ム合奏く低中学年〉の程度である。

(会) 正答率はひくいのであるが，そのことから生徒は小中をとおして，器楽

についての経験が他の分野に比べてすくないということがかんがえられる。恐

らく，器楽指導に必要な施設設備の貧困なことがその最大の原因となっている

のであろうと推察される。そのため簡単なリズムの総譜の読諸にも困難を感じ
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るのであろう。

指導 上の 留意点

(1) 舞楽指導は，楽様等の設備や時閣の関係などで実施しにくい分野で為

る。そのため白実施状況については学校差も大きく， 一般に不振といわれようが

今後その施設設備を充笑するための努力とあいまって，指導を拡充すべき分野

である。

ω器楽の合奏指導では，編曲されたものをただ各パートにあたえて，まと

めるということではなしでぎるだけ演奏する楽i泊の曲想を考え，そのために

適した楽器編成を考えたり ，どのようなアレンクをする とよいかということな

ども生徒につねに考えさせて，合奏曲の編曲にも参加するとしづ指導を強調し

てほしいものでおる。

もおろん，楽曲編曲を指導する どいっても専門的な意味ではないので，生徒

がいつもそれぞれの楽器の音の性質や演奏法に関心を持ち，理解を深めるとい

うことにより，無理なく曲の編中や楽器編成を考えるという程度である。

つまり，その楽曲の性質上どの楽器をつかってどのような伴奏型にしたらよ

いかということなどに関心をもたせるということであって，この指導方針はと

くに普通授業における合奏指導においては強調する必要がある。

ω 以上のために，できるだけパー ト譜でなくて総譜をもたせることが必要

で，たとえば合奏に際してはノ、ーモユカをうけもつ生徒であっても各バートの

内容についてある程度のみこませるような指導が必要である。

各パート務、背の時，そのパートに属さない生徒は，旋律楽器の場合では練習

するパF トの階名唱をしたり，打楽器の場合では軽く手拍子をその楽器の演奏

とともに打ったり机を軽くたTこいたりするようなこ ともよい。

このぷうにして総訟をみて，重要なパ{トは全員が練習するというような指

導がのぞましい。

ゆ)ハF モユカ，笛などは図工用具・習字用具と同様に考えて全員が自分持

.ちにするように父兄の理解が必要であり，また学校ではそうした楽器を有効に

利用して，無駄にあそぶ生徒のないよう留意しなければならない。

(5) 楽砲を多く練習することは望ましいことであるが，すく なくともー学期
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に→曲くらいは(訪でのべたような指導により生徒のレパF ト!)~となる楽曲を

もたせたいものである。

句) 若様では鑑賞と関連して，楽器の種類，演奏形態，演奏法も指導するよ

うにする。ことに総譜の指導が器楽でよくすすめられていて総譜になれている

と，鑑賞の際に関連して楽器編成 ・演奏形態の指導などにその鑑賞曲の総譜を

教材として使用することができ，たとい複雑な総譜で、あっても生徒はそれと親

近感を持ちさらに鑑賞も深められる。

(ワ) 読譜指導が相当に進め弘れるならば，この問題の程度のものは，理解す

るこ之が容易である 左も考えられる。器楽指導を進める 之主もに， 音楽指導全

体の中でこの点から読藷指導についてさらに配慮すべきであろう。

2. 木琴・鉄翠の音配列

問 題 昭和34年度ベーパーテス ト (3) 正答率ロ-43.2%

ふ -

つぎの楽誇は，ある歌曲を混声三部合11，昂曲に編曲したものの一部分である。これ

につL、て，イ，ロの聞に答えなさし、。

監理吉T竺
A( ) B( ) 

寺ん ぞう

ロ 1 .ソプラノの旋律を木琴で演奏するとき，いちばんはじめの音は下の図の

どこにあたるか。その部分の番号ーをOでかこみなさし、。

2.第三小節にある#のついた音は下の図のどこにあたるか。その部分の

番号ーをOでかこみなさし、。

…巾醐m醐
…皿凹j

i
l
l円
汁
引
っ
|
|
一ロ

r 

注 〈小間イについては22頁を参照〉
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問題のねらいと生徒の国難点 (イについてt主省略する。 〉

(l) 自ズム合奏に よく用いられる木琴の音配列について正 Lく理解している

かどうかということをみようとする問題である。

(2) この問題をとくためには，まずハ長調の読譜ができなければならなL、。

またハの小聞について出，変化記号についての理解も必要で、ある。

(3)木琴の音名については簡単な旋律の祝奏ができるならば，困難はないと

考えられる。またその音配列はピアノ，オルガン等の有鍵楽器と同じなので，

それらの音配列を楽器について，あるいは鍵盤図によって理解している生徒に

とってはそれほどむずかしい問題でないであろう。

{必 正答芸名が，50%をわって低いのは楽若宮4こついて，この問題で必、要とする

ような理解が不足 しているのではないかと考えられる。

指 導 上の留 意 点

(1) 音名配列を理解することは読譜をするためには重要な内容で、あるので，

じゅうぶん理解させておくことが必要で、ある。そのためには，音階指導や調名

や移調の指導の時に，有鍵楽器に実際にふれさせ，その楽器の鍵盤によって具

体的に指導することが有効である。

笑際に鍵盤につい.てふれさせることができなければ，鍵盤図，あるいは木琴

('ただし半音っき〉でもよい。ハーモニカは音名配列をはっきりと視覚化する

ことについて，有鍵楽恭あるいは木琴 ・鉄琴にお とる。

(鉛 中学校では器楽合奏で木琴は恐らく専門ノξー卜としてのとりあっかいを

するようになり，会員が交代で木琴を演奏するというような機会はないと怠わ

れるが，それにしても楽器受持ちを三年間全然固定してしまわずに，教材によ

っては時々交代させる。

ますこ， 木琴パートの練習のとき.木琴図により全員で指で、旋律をたどらせる

ようなこともよい。この方法は，ただ器楽の時だけでなく ，歌唱練習に用いて

もよい。

(窃オルガンのような有鍵楽器で生徒が自由に練習用に使うととができる楽

器をなるべく多く設備することが望ましい。楽器の規絡としてオルガンに例を
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?とると，音栓のあるものなど望ましいにtまちがいないが，それよりもまず，堅

i 牢であるということを第ーとして台数を増加することを当面の目標とすべきで

あろう。その点同じ有鍵楽器であっても全員使用のためには，アコーデイオン

のような楽器は不適当である。
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目 鑑賞 tて関する 問題

1. 各国-の民謡

問題 昭和31年皮ベーパーテス ト (1)

、. 

、正答.$ 39./% 

つぎのrlhは，どこの国の民認ですか。右の国名のうちから正しいものを選んで，

その符号をく 〉の中に書きなさい。

( ) 1.サエ/タ ルチア A.アメリカ D.メベイシ

B. スコットラ ン ド E. イ 声リ ア

) 2.ポルガの舟訣 c.ロシア F. ドイツ

問題のねらいと生徒の困難点

(1)有名な民謡について，その民謡がどこの国の民認であるかを正しく記憶

して.いるかどうかをみる問題である。

ω 民謡はいうまでもなくその民族の住む風土や，その民族の生活の上にそ

すごったものであるから，その民謡を正しく理解し，また表現するためにはその

民認を生み出した背景が充分に理解されなくてはならない。

この教材の学習では，そうした点について理解がされていないと，一時は，

国名と民謡は記憶していることができても，身についた知識として定着しない

であろう。

指 導 上の留意点

(1) 歌曲教材中，もっとも多いのは民謡である。そこで，とりあっか'う時に

~t.~ tこだその教材とその属する国名を知るというだけでなしその国民性主か

民後の特色を理解するという観点を充分指導にとりいれる必要がある。

歌唱掛オとして民謡がとりあげられている場合， それについて歌唱指導を充

分にしなければならないが，同時に鑑賞とも関連して，その教材を歌唱，鑑賞

の二函より総合的に指導することが望ましいこ主である。

ω教材については以上の商からの指導にあたっては，その民謡を持つ国の
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特色ある舞曲だとか，その国の音楽家の作品中民族的特色のある作品，まだそ:

の国のほかの民謡等と関連して鑑賞させる。

こうした鑑賞のとりあっかいをp 国民楽派の音楽と関連してとりあっかえ同

音楽史の指導として発展させることもでき「ょう。

(紛 民謡の指導ではスライド ・フィノレム等が有効な教具として利用できる。

また， NHK教育放送やテレビでは適切な:寄組がすくなくないのでテ戸プでと

っておいてきかせたれますこ直接視聴させることもよい。

2. 有名な作曲家とその作品

問題 昭和32年度ペーパーテスト (3) 正答率 イ-43.3% ロ-39，4%

つぎの交の( )の中にあてはまるものはなにかム下の口の中から，それぞれ一

つずつ選んで，その番号を脅きなさい。ただし，aく〕にはA群から.b ( )に

はB群から忍びなさい。

ィ・ショパγは a ( )といわれ， b ( )はその作品です。

ロ. ヨハシ シュトラウスは aく 〕之いわれ.b ( ， )はその作品です。

I 1.ワル Yの王 2.歌劇王 3.歌曲の玉 -4.ピアノの詩人 I

A群 15.交響曲の父
I 6. 1Jllれの幽 7.四国交響曲 8.美しき背きドナウ

B群! 別 め つ肘
|旨.歌曲集 ー美しき水車小屋の娘J 10.歌劇「棒枇

問題のねらいと生徒の困難点

(1) 有名な作曲家についてその作風，および作品についての知識をみる問題 '

である。

(幼 前の問題と同じように，とのような知識を身についたものとするために

は，実際にその作品の鑑賞をとおして理解しておかなければならない。

指 導 上の 留意点

(1) 音楽史として体系的に指導することもよいであろうけれど，むしろ中学

校では，学習時間や，精神発達の上からみて，歌11昌や演奏の活宣言Jと関連させて

総合的な立場で鑑賞指導をすすめるべきであろう。

もちろん，ある時期ごとに既習の作曲家の作品をまとめるという態度でその
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特長の比較や，時代の系列などを指導することは是非必要なことである。

(2) できるだけ鑑賞の機会を多くしてやる。これは授業時間ばかりでなくク

ラブの時間とかあるいは昼食時等に簡単な解説をつけてレコード鑑賞をさせる

皐音楽に親しむ機会を多くし，体験を豊富にすることが望ましい。

(紛有名な音楽家.の作品について，突際に聞いてその作風を感じ作品名を

記憶するように指導し通史的な音楽史の説明におわる ようなことはさけなけれ

ばならない。したがってその時代時代の代表的な音楽家がまず指導の対象とし

てあげられるであろう。

他)学習の補助教材としては，前の問題と同じように放送やテレピで利用の

できるものがすくなくない。

3.有名な歌曲の旋律と合唱形式

問題 昭和32年度ペーパーテスト (2) 正答率 20./% 

A ・

つぎの楽譜は，有名な歌曲をi昆子毎回部合唱にしたものの一部である。この歌曲名

を下の答の ーー の上に書きなさし、。また，楽訴の右がわにある( )の中に，そ

れぞれの内総の名称を書きなさL、。

Al{tgr:cnoム

ltit九Cm174if J JJコJJJJ :L J 7v--
a
(ー)

II~V " ~ 'j lT p '1 T FUu~ l .~'r~I-T--~"_b(_一斗

Lー』よJ_).J ) J } J y} .J ).J } J.-.J " i_C(一一一)

ト円 い ~ 11 1. ~ 汽-"'d(一一一)

答歌山名

問題のねらいと生徒の困難点

(1) 有名な歌曲の旋律を陪噌lしているかどうかということと，混戸合唱の各

戸部の名称を知っているかどうかをみる問題である。

(め この問題をと〈ためには，まずホ長調について読議ができなければなら

ない。 との調の競譜力のない生徒には，との問題をとくことはむずかしい。

松子は%であるが，金;J、節をとおしてリズムの変化はすくなしまた問題に

とりあげた歌曲「あおげば尊し」はこの時期の生徒にとってはよく耳にし，白
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分でまた歌っているものであるから困難はすくないと考えられる。

(o) 混声四部の各戸部は，合唱ぞ鑑賞をとおして記憶しておかなければなら

ない知識である。

指導上の留意点

(1) 中学校では混声合唱で凹部を実施する機会はすくないと考えられる。 し

かし合唱形態としては混声回部は是非とも理解しておかなければならない形態

であるから，同声二部，三都合唱，あるいは混声三都合唱の実施と関連してそ

の歌曲の一昔目分を混声凶部にアレンジしたりして指導しておかなければならな

し、。

(2) 終止形合唱を混声阿部で実施してみるのもよし、。

(3) 混声四部の指導に関連して，各戸郊の関係を絃楽四重奏と比較したり，

その戸部の配置のしかたについてはオーケストラの楽器配置と比較したりして

指導すると各戸部の関係はよく理解される。

(合) 混声四都については，生徒は自分でその合唱に参加して理解する之いう

ことより，鑑賞を中心とする聞く体験によって理解するということが中心にな

ると考えられる。その場合には，混声合唱のポリフォニックな楽曲とホモフ才

ニッグな楽曲についてまで感じかずこのちがいを指導すべきで，そのためには楽

譜をみながらき〈とし寸指導の方法なども効果があるであろう。

(5) 歌唱でとりあっかう歌曲や，鑑賞指導でとりあっかう楽曲の主旋律は暗

唱できるまで指導することが望ましL、。暗唱することにより歌唱表現をより高

め鑑賞を深めることができる。暗唱するためには記譜作業を多くするとよい。

ζのことは歌唱教材はいうまでもなし鑑賞教材の主旋律についてもいわれる

ことである。

4. 有名な歌曲や楽曲の旋律の記憶

問題 昭和34年度ベーパーテ冗ト (2) 正答案 A--<7!'/% B~75.7% 

| つぎのA. B にあーものはー……どれ以内

一つずつ選んで，その番号を( )の中に書きなさし、。
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， 

If寺
A.歌劇のrl'の有名な旋律で行進

幽風の曲・・・・・・・・・・・・( ) 1品作JJ 11

， ~←〔
B.代表的な日本歌山・・( ) 4.12 同

2 1慢すT守ーーナ;.~ 1 'r~→ム:!:lI:;j:::::j

3事 ←」

4駒きナ . →ー~ιーー→
"4i・吾

問題のねらいと生徒の困難点

(1)有名な歌曲の旋枠を暗唱しているかどうかをみようとする問題である。

(2) ハ長調の統譜力と鑑賞した楽曲の主旋律を記憶しているならば，それほ

どむずかしい問題ではない。問題の正答となる楽曲はどの教科書でもとりあげ

ている名曲と古諮であり，仙の旋律は歌詞をつけて歌唱教材として多くの教科

書でもとりあげている。

指導上の留意点

(1)鑑賞指導において，一つの楽曲をとりあっかう場合，その主題旋律がど

のよ5なものであるかをはっきりつかませることは欠いてはならない大切な指

導事項である。

そのために主題を暗唱させること，あるいは教師がとくにとり出して歌った

り，あるいは単旋律としてピアノでひいたりしてきかせたり，主題を記請させ

たりする学習が有効である。

(2)主題の暗唱も，ただ暗唱するとL、うだけではなくて，とりらつかわれる

楽曲の中でその旋律がどのような楽器で演奏され，またどのように変化するか

等主題に注意して鑑賞させたり，また主題を自分で楽器で演奏してみるという

ことなどもよい。
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曲想旋 律の5. 

25.0% 正答率

つぎの漢詩vt..それぞれある幽の一部を示したものである。縦の中で，子どもた

ちが大ぜい「ち k うちょう Jになって楽しそうに軽快に踊る場商の伴奏としてはど

れがもっとも巡当と思うか。ょいと思うものを一つ選んで，その番号従Oでかこみ

なさし、。

(4) 昭和31年度ペーパーテストA 題問

回世12 昌
1 

・; 目目--.-"

百.-----..

『

回冨君邑

国 ι~ 同起

• . ).92 _ 

131 I¥!:L] jJ 
~ 事'一:c!t一世.→hト→

団組三再現

言 言

t i====F=t=li=弓ヰ」→ l

4-ーー一一.... 一一一一一 ー ・ 4 ・一一寸

与事主
門 -:!:辛可一一一一一ー-，-

問題のねらいと生徒の困難点

い くつかの旋律の曲想をつかんで、，指示された場面の伴奏として選択す

ることができるかどうか主いうことをとおして競諮力をみようとする問題であ

(1) 

る。

ト長調，へ長調，変ロ長調の読譜カ

を必要とする。そしてその説諮力もただ楽譜を見て旋律を感じるというだけで

はなくて，その旋律を歌い，速度記号の意味も理解し，旋律全体の曲想を感じ

この問題をとくためには，ハ長調，(2) 

とるこ 2こが必要である。

とりあげている楽曲は有名な歌曲の一部分であるので，既習の歌曲を歌(3) 

調でも階名でも暗唱のできる生徒にとってはそれほど困難はないであろう。

指導 ょの留 意点

視H昌あるいは視奏練習において楽譜をとりあっかう際にいつも機械的に

つねにそれが，音楽でゐるような指

(l) 

音符:を音にひきうっすということでなく，

- 34ー
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このことは， ソノレフェージェの訓練についてもいわれることで，音程続習に

おいてもそれがつねに歌われるような指導が望ましいことである。

(2) 既習の歌曲や楽曲の主旋律などは前の問題で、ふれたようにp 階名で，あ

るいは歌詞で暗唱できるようにまで指導する。

(3) 主fli安材を・とりあっかう場合，新しい旋律の競譜にあたっては速度記号に

注意して，何回も何回もくり返して歌ってみるというような態度を指導てする。

速度によって同じ旋律でも著しくその曲からうける感じがことなるものであ

る。メトロノ{ムで速さを生徒に与え，同一旋律をいろいろな速さでうたって

みて，その感じのちがし、言どききわけさせたり，ピアノでいろいろな速さでひい

できかせて， その感じのちがいを比較させたりする。

ω) 、三拍子だから舞曲である、とい うような指導は危険である。早い三拍

子，おそい三拍子，はやい二拍子，おそい二拍子，拍子とプグセント， リズム

など笑際の旋律をいろいろ変えてその感じの上での特長を比較して感じさせ，

その上で， 三拍子の速度の早い場合，おそい場合どのような感じがするかとい

うようにまとめさせる。楽曲， とくに舞曲はその種類によっては， アクセント

のおきかたがちがうからいろいろな舞曲をきいてその上でその特長のあるアク

セシトを理解させていくのも一つの方法であろう。

問 題 B 昭和33年度ペーパーテスト (3) 正答率 23.9% 

ウぎのA.B.の旋律は，下η口の中に示されたどの場合に用いるのがよいか。

もっ主もよいと思うもの~.それぞれ一つずつ選んで， その番号を( )の中に書

きなさい。

く コ

〉

.J.u6 
A. ::l俳マ「ー十一一←ー-1"ヨー，....，→一→

噂!!-'"---7一一生一寸ァ十士司--l-""' -.ー

B 品~
与雲臼

ゅんそう

1.こどもたちの行進の伴奏として
IH 

- ・ ー・ 」よオ十寸二二ご空二二二二ゴ

←一←一戸号寸ー→4ー←一戸￥-1'"昏→一一→
~.l.'. ' i'言語草司一一」

2.放送劇で.のどかな回国風景を思わせるような場聞の効果をだすために

3.放送劇で，死を悲しむ場面の効果をだすために

4. I怪1犬なワルツのおどりの伴奏として
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問題のねらいと生徒の困難点

(1) いくつかの旋律の曲想をつかんで，指示された場面の伴奏主して，選択

することができるかどうかということをとおして説譜カをみよ 5とする問題で

ある。

(2) この問題をとく界こめには，前の問題と同じような読誇カを必要とする。

つまりこの問題では，ハ長調，イ短調の楽譜から旋律;を感じとるだけでなく

て， J = 126， J =54の速さを考えて旋律を歌い，その与える曲想まで感じと

らなければならない。

(3) 小間Bは短調である。短調は長調に比べて生徒は経験することがすくな

いとみられるので，小問Bは小間Aよりや読諸はむずかしいであろう。しかし

旋律で用いている音程も リズムもとくに複雑というほどのものでもないからそ

の点からの困難はすくないであろう。

指 導 上の留意点

(1) 指導上の留意点は前問題之大体閉じであるが，この問題ではとくに以下

の点について留意する。

(2) 短調の感じは案外生徒は感じとるのがむずかしいようである。楽典に関

する問題の項でもふれたように，音楽学習のあらゆる機会で指導しなければな

らないが，鑑賞においても転調に注意してきかせたり，あるいは，主旋律をと

りだしていろいろと転調して比較させたりする。

楽曲によっては，主題が，長調より復調へ，短調から長調へ，と転調してい

る場合があるが，それらはもっともよい指導の機会である。

それについても，数多く鑑賞させる機会をつくることがなによりも考えられ

なければならない。しかしこの数多くきかせるというこ之は必ずしも多くの

異なった楽姐をきかせるということだけを意味しているのではないので，同じ

楽曲であっても，形式を中心としたり，あるいは楽器編成に注意したり，ある

いは標題を考えたりしていろいろときき方の観点をかえることにより，それぞ

れ意味のらる鑑賞指導ができるということである。

(⑤ 読譜と鑑賞。標題音楽については，きく生徒自身がその様題について個
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伺にイメ{少をいだきやすく，楽曲の鑑賞に導入しやすいがp ジナグのような

絶対音楽については最初はやや，とりつきにくい点がある。

このような時，その楽曲の楽譜をみながら聞くというようなことにより，比

較的そのとりつきに〈さを解消させることのできる場合がある。この場合もち

ろん楽譜をみるといっても，はじめの段階は階名によみなおすということもむ

ずかしいであろう o したがってただ五線上の音符の上下の配列によって大体の

旋律の流れをつかんでいくだけでもよい。

オF ケストラの場合ではそのような総譜のみかたであっても，オーケストラ

の金合奏や，あるいは主題を受持つ楽器群の転換などもは握させることができ

るであろう。さらに楽器編成なども実際の音のひびきに即応して理解すること

ができょう。他の領域での読諮指導とあいまってこのような指導を進めること

により，ただ機被的に音符をよみとるということでなく，よみとヲた旋律より

音災企感じとるという態度が生徒にだんだんできるようになる。

もちろん，楽譜を示すといっても段階があり，はじめからオーケストラを鑑

賞するに一冊の厚い総譜を生徒にあずけるということも考えられない。はじめ

は部分的に示すとしても，要は生徒のあらゆる音楽経験の機会に楽譜に親しま

せるということである。

その意味からして，学校としては，鑑賞曲にはなるべくその楽譜を収集して

いくことに繁力をかたむけるこ之が望ましい。
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W創作 K関する問題

1.小節の旋律充てん

問 題 昭和3J年度ペーパーテス ト仏) 正答率 37.3% 

つぎの楽譜のあいている小節に，・下の四つの旋律のうちから，もっとも適当なも

のをーつずつ選んで，その番号をく 〉の中に曾きなさい。

一-.A.!t“ 、 “ 4臥

11 "，._ I} 1 "，・~←I=hl 1. ， }jJ 
-fth~{-y→-f'I 1 11 1 J..' 1 .; 1 f rf'd 11 1， 1'" '1" 1 ;;1 1 1・ 正司

- I~. キ将一 J.....J' 1.( )・可 ・ ."( )“ 

4ι斗宅・--
す昏F 梓守一十.."，，， 1 1 I 1 J 1 -， 1 {II l' f" 1 

-問題のねらいと生徒の困難点

(1) 一部の小節のあいている旋律について，指示された旋律の中から，もっ

とも適当なものを選んで，全体として完成した旋律にまとめる能力をみようと

する問題である。

(お この問題を解くためには，ニ長調についての読譜カが必要であり，その

能力党もたない之，この問題をとくことは困難である。

(3)流れる旋律について自然な旋律感をもっていることが，前後の旋律之の

つながりを判断するために必要であり，また終止について基本的な形式を理解

していないと解答は困難であろう。

指導上の留意点

(1)歌唱や鑑賞や器楽をとおして，自然な旋律の流れる感じをしっかりと感

覚的には握させることが大切で、ある。

そのためには，歌唱，器楽教材の旋律や鑑賞教材の主題などは階名暗唱でき

るようにする。音程練習なども，ただ機械的にするのでなくて歌わせることが

大切である。器楽においてもおなじことがいわれよう。

(お 旋律の終止については，理論的に指導する前に感覚的にとらえさせるこ
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とがよい。 いろいろな音のつながりで終止する旋律を聞いて比較させる。その

感覚の指導で完全終止などは，もっともはっきりとらえられると思われる。ま

たこの終止の指導では学習したいろいろな教材を比べて共通点として見出させ

るのもよい。その際に伴奏に注意させて和声の上からもその共通点を発見さ

せ，さらにその和声の連結のかたちを変えて各種の終止のしかたをきいて比べ

る和声的なとりあっかいを忘れてはならない勺

2. 歌詞 tと適する旋律

問題 昭和32年度ペーパーテスト仏) 正答率 46.3% 

せん
最後が「ゆきがふるJ'で終る歌詞がある。この 「ゆきがふる」に旋律をつける場

合について，つぎの聞に答えなさい。

A.下の三つの旋律の巾でどれがもっともよいか。ょいと思うものを一つ選んで

その番号を答 A. のく 〕の中に書きなさい。

B.わるいものについては，その番号を答 B.のく 〉の中に書き，そのE車由

を下の口の中からそれぞれ一つずつ選んで，その符号を( )の中に書きなさ

し、。

田恒

回輯

図桓

呂 」ι←一←-ー一一ー「→E答 A. よし、もの…ーく 〉
/( ) 

4 る 答 B.わるいものくその理由〔
¥仁〉

ι~ーム:jJ その理由C
J. ~ 

主ミ4
き が

与がl

Eヨ .
，切なしカ

と戸
、
r

t
hv

な

な

る

う

わ

ぎ

い

よ

合

す

く

た

が

低

に

つ

ム

F

げか

い
わ
ズ
川
城

歌

お

リ

音

a

b

c

d
 

由現
羽
叩
措
置

出

問題のねらいと生徒の困難点

(1) 歌詞と旋律との関係や旋律を終止する方法について理解しているかどう

かをみようとする問題である。

(2) 示されている旋律の読譜はそれほどむずかしいものではない。しかし歌

詞のアグセントと旋律の関係を理解していないとむずかしい。つねづね，歌詞

に旋律をつける経験と，自然な旋律について感覚的な判断が身についていない
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じこの問題を解くことは困難で、ある。

(紛 終止之，わるいものの理由を選択するこ之は前項と同様に読諸ーができる

ならば，容易に選択されるものである。

指 導 上 の留意点

(1) つねづね，歌唱指導において歌詞をはっきりとアクセン トに注意して

歌うようにする。アクセントについては「歌詞の意味が相手にわかるように歌

う」とか，おるいは「歌詞の意味を考えて歌う Jという注意である程度生徒は

留意するが，本格的にはやはり短いことばに旋律をつける練習が必要であろ

う。

それも一部形式を作曲するというほどでなく，短い言葉にいろいろ旋律をつ

けて比較させることを回数多く指導する方法がよいであろう。

たとえば「はし」が旋律のつけかすこやアクセントのとりかたによって橋にな

ったり，あるいは箸になったりする例を具休的に休験させるこ とである。

このような指導を数多く進めながら創作として作曲を試みさせるとよい。

(鉛 近ごろは大分よくなったが外国の民謡に日本語で歌詞をつけた教材のよ

うに，有名な楽曲や歌曲の旋律にあ之で歌詞をつけたものには，アクセントの

点で時々おかしいものがあるから注意を要する。

意図的にそのような歌曲について，旋律と歌詞の関係をアクセントの点より

吟味させるのもよいことであろう。

(お ことばに旋律をつける場合では，そのこ之ばを数多く読ませること。そ

れもできるならば戸を出して読む機会を多くする。そしてそのよみかたについ

ておたがいにききあってアグセシトを吟味したりすることもよい。

旋律として構成する前に大体の旋律のうごきを白紙の上に練でデザイジさせ

てみる。そのような作業のあとで記諾する。 すべての場合このようにするとい

うわけではないがp これも一つの方法でゐると考えられる。

(4)創作指導で、は記譜力がある之いうこ之が大切な条件である。そのために

は，既習の歌曲や旋律を聞きながら写す，楽譜を見ながら写すという写譜練習

を多くするこ とが，さらにいっそう指導されて効巣のあることである。
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3. 和音と旋律の関係

/ 

問題 昭和33年度ペーパーテスト (2) 正答率 A-77'/% B. C-71f..4% 

ぜん

，つぎの楽譜には，旋律と，その旋律にあう和音が書いであるが，一部がぬけてい

る。旋律のぬけているAの部分には，下の和音にもっともあう旋律を.a群からー

つ選んで，その番号をAのく 〉の中に書きなさい。

また，来i音のぬけているB.C.の部分には，上の旋律にもっともよくあう和音

を.b群科らそれぞれ一つずつ選んで，その番号をB.C.の( )の中に書きな

さい。

作←i ，[8(-i1f む1・大すJ

時斗 a-→一一寸一一i寸 iー=1=ー-Fニ j

a 群

a 
1.'/;kf' ・ J

ω ・-
4 

2.6、z
'"‘.. . 
4ーーアート「可

・J

4一一一一→~
4 品、eI .. r・

問題のねらいと生徒の図難点

b 群

5主主三

6主主三

7事手三

(1)旋律と和音の関係を理解しているかどうかをみようとする問題である。

(お和音はハ長調の主要三和音であり，選択する旋律は，その和音の分散和 。

音であり非和声音を用いていない。

したがって，ハ長調の読譜ができて，和音と旋律の関係について，基本的な

理解があるならばそれほど困難な問題ではない。

(3) 小間B，Cは旋律をみて和音を選択する問題であっ て，そのためには終

止形について一応の理解を持つことが必要である。しかしこの問題においては

選択すべき和音を明確に選択肢の中に示してもあるので，終止形についてはっ
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きり哩解していな〈ても，選択肢の和音にふくまれる音と旋律を比較すること

だけで解ぐ ことができる。

指 導 上 の留 意 点

(1) 和音と旋律との関係fi.ただ創作指導だけでなく，歌唱，演奏，器楽を

とおして.旋律をとりあっかう場合には是非理解しておかなければならない基

本的な知識の一つである。

したがってp その指導はただ創作指導としてだけ考えることなく，音楽学習

のあらゆる場面でとりあげて徹底ムした指導をしておかなければならなし、。

(2) 短い旋律をつ〈る練習をたびたび実施して，笑際にフレーズのまとめ方

を感覚的につかませる。その際には必ずしもことばをつけなくてもよいので‘あ

るが，つくられたフレーズを歌ってみる，歌わせてみるなどして，それがただ

の音ならベでなく歌われる旋律であるような指導をすること。そしてそのあい

だに自然な流れる旋律感を感じとらせるようにする。

(ω 合唱指導あるいは，読譜指導と関連して和音の分散和音唱をすることゃ

あるいはいく勺かの和音による終止形の和声の中で，ソプラノを，アJレトを，

または，パスをというように，ある戸部を抽出して歌わせる。

その時には，楽器で青を指示するのはよいが，その歌われる声部だけを演奏

するのではな〈て，その戸部をふ〈む全体の和声を演奏してやって，その中よ

りある声部を抽出 して聞きながら歌うという方法がよい。

このような方法で，旋律と和声との関係をまず感覚的にとらえさせることが

はじめの段階でよく指導されなければならない。

ゆ) 前項は，さらに歌う戸部を演奏する和声のソプラノならツプラノに固定

することなしその和声のあいだ，をいろいろとうごかしたり，あるいは若干の

非和声音を加えたり.あるいはいろいろとりズムを変えたり，または単声でな

ぐ，その和声により輪唱にしたり，重唱にしたりして発展した主りあっかいを

して，単調な訓練にならぬように注意することが必要であろう。

(5) 教科書では教材の旋律についてとりあっかうだけでなく，その伴奏につ

いて注意させる。いくつかの小節について伴奏をその小節の和声にまとめ了てみ

る。そしてその和声を伴奏として歌うことと?もとの伴奏について歌うことな
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どを比較してみるとともよい。

，-i tこ和声的な伴奏の楽曲で、は，ときに左手で演奏する伴奏だけで歌わせてみ

るのも一つの方法であろう。

このようなかたちの歌唱続習ではなるべく弱声でうたわせて，自分の芦之伴

奏の楽器音をよく耳にいれさせ，そのひびきに関心をもって歌うという注意が

必要で為る。

(6) 終止形合唱ではいろいろな転回和菅の場合を指導 し，とくに和音の基本

位置の場合が多くなるというようなことをさけなければならない。また合唱の

声切についても各謹 fJ)1診を休験させることが必要で，ときにコラーノレ風な教材

がでてきたらペダノレポイントのようにうごきのすくない戸部が，その場合はそ

れなりによい効果をあげているこ左などにも気づかせたりなどして，片ょった

教材のとりあげかたをしたり，定型的な指導訟に流れないように努力しなけれ

ばならない。

(7) 以上の練習ではそのとり為っかう和声を黒板のよに明示して楽譜を見な

がら歌わせるなど，楽譜のとりあっかいと並行して指導をすすめることが重要

である。

4. 歌曲の形式

問題 昭和3併下度ベーパーテスト (1) IF答率 722% 

ぜん

つぎの旋律はAの部分がぬいてある。そこにもっともよく合うものを，右の'_-二二一一一一

の中から一つi選窪んで，その番号を A ( )の中に書きなさL、、。またこの曲は何部

形式になるか。B ( )の中に香きなさL、、。

、長-.
ω ・6 ・ -- .. '" 

a. ・ ー ト 日 「

u -..・..~ -Q-' 

4，. F' .! こ .__，
号~~==~~~--~~~_.・ .. v 

"':1-c:一一一一一一一「一一一一一一__， -. ・ 6 

A( ) 

B ( ' f筒形式〕
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問題のねらいと生徒の困難点

(1) 実際の歌的に即して読譜力と簡単な楽式についての理解をみようとする

問題で、ある。

(2) 問題にとりあげてある歌曲はよく知られているものである。この問題を

解くためには読譜カが必要ではあるが，最初の二，三小節で‘この歌曲を思い出

すならば，IJ、問Aは容易にとけるであろう 。この歌曲を知らなくてもハ長調の

読譜ができるならば， リズム，旋律と も同じかたちのくりかえしもらり，特別

に複雑な Pズムや音程も用いていないのでp それほどむずかしいものではな

し、。

(3) 形式としては， 二部形式としてきわめてととのったかたちである。した

がってこの形式についての学習がされているならば，それほどの困難は考えら

れないが，実際の旋律や歌曲を材料として形式についての理解がなければ困難

であろう。

指 導上 の留 意 点

(1) 形式について，はじめはまずととのった教材について指導しておくこと

が大切である。それも AA'BA'というように，1:.こだ言葉の説明でおわるこ

となし歌曲の旋律が旋律自体の要求と して， そうした形式をとること，その

形式でその歌曲の旋律がま・とまり，一つの旋律として落ちつくことを感じとら

せるこ とが重要である。

そのためには，その歌曲をなん回も歌わせながら，あるいはピアノで旋律を

きかせながら説明する。一部，二部r 三部くらいまでの歌謡形式については，

とのようなとりあっかし、で歌詞と旋律自体のまとまりの要求としての形式の意

味を感覚の上から Lっかりつかまえさせることが大切である.0

(到 この形式の学習では，前の問題にあったフレーズの学習とつねに密接な

関連をとってすすめること。また，創作と関連して簡単な旋律をある形式にあ

てはめて自分でつくってみるという学習もこの形式についての蝿解交深めるも

のである。

• 
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実技の問題

I音楽的感覚に関する問題

1.旋律の調子，拍子， リズム， 音程の弁別

問題 A 昭和31年度災抜 (1) 正答率イ-60.9% ロ-47.5%

はじめに淡芸毒された旋律とあとから演炎された旋律;は，何がかわっていますか。

つぎのもののlゃから一つ選んで，それを口でかこみなさし、。

イ.A日j 子拍子 リズム 音税

ロー籾チ 拍子 リズム 音程

〈演奏旋律〉

イー J・ω

主魁台士官己 .'~J I~J~) 凶￥二高 ー角一日一一品=11

変化蒔臼 1汀叫~

主題詮出『γ

問題 B 昭和32年度実技 (li

「7一一 I-I-r寸一~
十十一←ーニ.... -¥-61・ ご 11

H酔百一づ一一←→一ート一一ーが4

『 吋
F E 」乏二二こま二五

正答率 57./% 

ききわける問題で.A. Bの二つ<bります。はじめに演奏された旋律に比べて，

あとから演奏された旋律は，何が変っていますか。つぎの中から一つずつ選んでそ

れをOでかこみなさし、。

A.調子 リズム 音程

B.調子 リズム 音程

(演奏旋律〉
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hJ"凶 内.l=6<>‘

A主題木ざす~ J 11 I _=1l変化た :l.J'J 51 I h I 11 
"-V • ..... I I 11 ム ν " ~.1ι士ー-"

も - v -(許 可v-- - .' . 王子

.J=ω ."  J =60 

一 一B主題74日oiJI，J ] l変化経 r j-j1，1 J ~ 

(注〉 実被につし、てはその実施方法も綬i来に影響する霊裂な条件とJぷわれるの

でつぎにあげる。以下の各間随一についても同様である。

問題AおよびBの実施方法

住 | 演

主主

←ー一→

+-- 30秒 ー→

(1) 斜線の項目は実施しない項目であり ，←→の項目は笑施した項目であ

る。

ω 各I到の演奏はその聞に 2秒の聞をとる。

(お 主題旋律と変化旋律の演奏回数は各問題とも合計各々三回であるが，主

題と変化の演奏順序は異なり，問題Aでは主~二回，変~二回，記入を指示し

てからの演奏回数をふくめて，主題と変化を比較する機会は二回であるが，問

題Bでは主題と変化を交互に演奏するので比較する機会は三回であって，問題

Aより一回多いことになる。

ゆ) その他の指示は大体同じであるが，ただp 問題Aでは記入することを最

後の主題，変化各一聞を演奏するまで許さないが，問題Bでははじめから記入

しでもよいとしている。

(5) 問題A，Bの小節数やその変化の差異をあわせ考えてみると，問題Aの

一拍 ー



方が，問題Bよりや実施の条件としてはきびしかったと考えられる。

問題のねらいと生徒の困難点

(1)二つの旋律を開き比べて，そのちがいが拍子・サズム ・音程・調子など

音楽の要素のどれによるものか弁別する能力をみようとするものである。この

ねらいについては，問題AおよびBの二つの問題は同じであって，'tこだ，問題

Bでは選択肢が問題Aより拍子をのぞいてあるだけである。

(お この問題を解くためには，旋律を聞いた場合に，その旋律のリズムや拍

子音程などが，感覚的に聞きわけられなければならない。楽譜に用いられるい

ろいろな記号の知的理解や，その生徒の記譜力の中でたとえば，音符休符等の

記号を正しく菩くという能力はこの問題をとくために直接必要としない。

(3) 問題が比較的簡単な旋律でもあり，二つの旋律のちがいも，あまり複雑

なものでもなく，数回開会比べさせるので，それほどの困難はない。両問題を

比べてみて，問題Aには選択肢に拍子とりズムの二つがはいっているので，こ

の点のはっきりとした弁別のできない生徒にとっては，問題Aはやや困難であ

ろう。

また，問題Aのロは変化が%拍子になっているので，拍子とリズムによる弁

}}IJについて混乱する生徒が多いであろうと考えられる。

/ 指 導 上 の 留 意 点

(1) 生徒のこのような感覚的弁別は表現や鑑賞の基礎となる重要な能カであ

る。音楽学習の総ての場閣で指導されてはじめて身につくものであると考えら

れる。したがって，歌唱や演奏のその時々の機会で，たとえばリズム指導によ

い教材，あるいは視唱と関連して音程指導によい学習と，いろいろ指導の場面

を見落さないで根気よく指導するfことが必要である。

(2) 笑際に歌唱し，演奏し，鑑賞する音楽的体験を豊富にすることが--1=大

切な基礎であろう。このような感覚的弁別力は小学校で一応完成せねばならな

いし，幼稚園や小学校の児童の発達段階が，もっとも指導の適期でもある。

しかし，昭和33年度全国学力調査による小学校児童の音楽学力の現状は必ず

しも満足のいく状況ではないので，この部面につし、ては， 中学校においても相
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当指導に配慮しなければならないところであろ5。

(① この指導については，視唱や視奏の指導計画，銃諮指導計画と関連して

系統的に指導をすすめなければならない。

(生)斑在の学校で指導する音楽(民謡等は別として〉はほとんど拍飾的リズ

ムを中心としているため，生徒は拍子とリズムを混同しその二つを弁}J1jしない

者が多い。 Aの問題のロの正答率の低いのはそれも起因するのであるう。

この点は生徒にはっさり弁別できるように指導しておく l必要がある。そのた

めには， :?:i拍子の旋律で音程をかえないでリズムだけをいろいろかえて，それ

らをききくらべそのちがいを発見させるというような方法もよい。それもただ

%拍子の旋律だけでなく， ，%，;~， %と各拍子について，実施し，~る拍子に

よる指導?とかたよらないように配慮する必要がある。

また，民謡等についてふれる機会には，教科舎にあげられた五線に採譜して

あるものと，鑑賞とも関連して，定量リズムとしえ記譜することのできない，

いわゆる自由りズムのものについても鑑賞することができれば，望ましいこと

である。

亀・

、
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E旋律と 楽譜の照合

1. 楽譜の音程 の修正

問題 A I昭和33年度災彼 (1) 正 答 率 イ-76.7% ロ-46.2%

""・1音程をききとる問題。〈ピアノの告の高さとちがう音符があったら，それをOで | 

かこみなさし、。) l 
• J_帥・

ー←ーレ".. I J j 1" 
」lCD' I I J " l ;j ， j - ・.----
・) .. ル- ~・ ー

(演奏旋律〉

A J.ω 

U T-J'__fI!._J_<<_ fi-Jー ム ム ーj..r-I....'ーで刊

問題 B 昭和34年皮 笑技 (1) 正 答 率 イ-5/./% ロ-42.0%

Z 

T苦程をききとる問題〈ピアノの音の高さとちがう音符があったら，それをOでか

こみなさし、。〉

a Jc剖
ゐ:・ . ιー

く演奏旋律〉

-f J=ω 
仏てよ:: 1" ~ . J 1. .J J LI I J 戸 j 1.. ~ 1" 主~

問題AおよびBの実施方法

年 奏

度 i指示

昭

←30秒→ ←2秒→←2秒→←2秒→
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四小節 |四小節
の主題|の主題
モー・ーー _，炉l ‘ー・ー一一_砂 /1←ー→

(1)斜線の項目は実施しない項目であり，←→の項目は実施した項目である。

(鉛 実技実施についての指示内容およびその手順は問題A，問題Bとも同じ

である。

(3) 主題の演奏回数は問題Aは四回，問題Bは三回である。

叫 実施条件は主題の演奏回数からみて問題Bがややきびしし、。

問題のねらいと生徒の困難点

(1) 演奏される旋律と問題用紙の楽諸・を照合し，演奏旋律£ちがう楽譜の音

符を発見させることによって生徒の音程弁別カをみようとする問題である。

倒 問題AおよびBはともにハ長調であり，使用している音符は四分音符で

拍了+i%'であり，音程も比較的使用度の高いものほかりであるから，問題用紙

の旋律を視唱することはそれほど困難ではない。

(3) この問題では演奏する旋律に比べて，問題用紙の楽譜の違っている音符

を指摘すればよいので，演奏旋律にあわせて正しく修正するところまでは要求

していなし、。

したがって， この問題旋律の視唱ができるならば，その遣いを指摘するのに

それほど困難であろうとは息われなし、。 しかも比べる機会はJ=60の速さで三

~阿国も与えられている。

しかいこの問題用紙の楽譜について声に附してみなくても大体その旋律が

心の中で歌える程度の統諸力ももたない生街乙とっては，この問題を解くこと

は，困難なことになるであろう。

指導上の留 意 点

(1) 視唱カ，視奏力をふくめて，読譜力をつけておかなければならない。

(必読譜指導においてはその過程として階名の素読ということもやむを得な

いことではあるが，できるだけ音と結びつけた指導をするように留意する。
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楽譜は本来歌われるべきものであって読ませるものではないとまで極言する

人もいるくらいである。それほどまでいわ。なくても，ともか〈五線上におかれ

た音符が直接音程をともなってF 読む人の耳の中にひびくようにということを

読藷指導にあたっては基本的な留意点としてp いつも考慮してすすめるべきで

あろう。

(3) そのためには，フレーズ程度の短い旋律をいつも階名におきかえて.階

名で口ずさんでみる。教師の歌ったり，ピアノでひく短い旋律を記諾するとい

うような学習をできるだけ，回数多く経験させることが有効である。

(也)学習した歌曲の旋律や，楽曲の主旋律などは必ず階名暗唱させるこ主。

また階名暗唱した旋律は記譜させるという学習や，短い旋律を初見ですぐに歌

ってみるということなども，この力をのばすためにはよい方法である。

2. 楽譜の小節と リズムの決定

問題 昭 和 %年度笑按 (2) 正答率 A-55/% B-58，4% 

リズムと小節の問題(ピアノの旋律をきL‘てリズムをつけ，ー四小節にくぎりなさ

し、。〉

年

度

昭

四

A J~帥

晶d一一一一，ー+ー』ー・ー唱r---------------.--. 

(演奏旋律〉

j=ω 

...--司. -一一，一一・， 

るしー斗ti寸~引 JJ J n I j j 1 '~II 

問 題 の 実施方法

「珊IE的 手/1頃たよ問び題楽おおよび演記 淡 ・ 奏 項をすこ演奏
指の指 鰐奏中r‘ しかめ一一一
示示 誤 読 の22主主第一回|第二回|第三回|第四国|第五回る注意|第六回

o(--)o!.c-→ |一 |←→ |ー I+--， I (--， I +--+ Iー I+--1 <--+ )+--+ 
← 1 :分→ ←2秒→←2秒→←2秒→←2秒→

(1) ←→を記した項目は笑施した項目である。
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(鉛 問題の旋律;は合計六回聞く機会があたえられる。

問題のねらいと生徒の困難点

(1) この問題は演奏される旋律のリズムを感じとって，それと同じ音程の楽

譜の小節や，音符の時価をきめる仕事をとおして， リズムは握力をみようとす

るものである。

(2) 印刷してある問題旋律，および演奏する旋律は， U、長調であり p 音穫は

順次進行である。したがって，この問題を解くために必要な読譜力としての音

程を階名に読みなおすための困難はすくないと考えられる。

側 四拍子の拍子感， ))ズム感が:必要で、あり，また四分脅符，八分音符の意

味を感覚的に理解し，また必要に応じて誓〈ととのできる，記譜力が必要であ

る。りズムを感覚的に弁別できるだけでなしこの音符を自由に使いこなす能

力を欠くときには，この問題の困難度は，著しく高いものとなるであろう。

働 問題のリズムは，前動機と後動機でややもがうが，使用音符は単純であ

りゆっくりと演奏される旋律で主うって，聞きとる回数は六回も与えられている

ので，それほどむずかしい問題であると思われないが，やや正答率が低いと感

じられる。この程度の問題では，全般にもうすこしよくなってよいのではなか

ろうか。

指 導 上 の留意点

(1) リズム指導を充実する必要がある。音符や休符の時価や拍子については

知的に理解するとともに，楽譜;をみて音符や休相:の組合せから実際にリズムを

感じとることができるよう，旋律をきく学習と，知的に音符休符の意味を理解

する学習が，常に結びついてなされる必要がある。

とくに，楽譜からその リズムを感じとることは，楽譜のリズムを再現させる

ことによって身につくので，表現の指導に留意しなければならない。

(鉛 リズム感覚を身につけさせるためには視唱指導りとき， ，楽譜のリズムだ

けを手拍子などでまず再現させることや.聞いた旋律のリズムだけをリズム譜

でまず記Lてみること，ある¥，.、はこの問題のように，小節， . vズムをあたえず

音符だけをしるしたものを旋律をきいて， 小節，リ ズムをきめさせることやり
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ズムだけをしるした旋律について，小節をきめさせるこ と， 小節だけをきめて

ある楽譜の旋律をきいて，音符:休符の時価をきめる，などの学習を簡単なもの

でよいから回数を多く経験させるとよい。

器楽合奏のときに， 日ズムメF トについては交代しでかわるがわる演奏(3) 

させる。あるいは教師がピアノで即興的に演奏するこ小節く らいの旋律のリズ

ムを手拍子で反射的にうたせてみるこ之もよい。

その点につ生徒の中にはリズム打と拍子打を混同するものがいるから，(4) 

つねにたLかめて指導をすすめるような配慮いては，生徒一人-;Aの理解を，

が必要である。

旋 律の 選 択 .3. 

B-88.b% 

ひょう せん ん

リズムや拍了‘をききとる問題。 (ピア ノ旋律と同じ楽譜の番号をOでかこみなさ

い。〉

A aJ=相

主-I.ke~' .rr FH 
す一寸ー←に「

A-b/.2% 

a輯ヨ雪

正答毒患(2) ヲミ技昭和33年度題問

民』

そZ芋ま二 r ! .~ 

どヱL一 円
4し e~品 - ，... - .... i_l.. 1 ___  

z ~::t---t=-ir-~-'-'"ーt-d一一ー一→ーーーーー』→E

'"・

+ー-+ーーー・ー箇ーーー-r-fl
+ー" ‘ ・2

?J-.. r"l~→一一一一一寸
2. -flod昼ー岨~IJ ，. 1 :. 

B 

~ 
仇J-6d ，，::づ_，r-， I 

1 ・U 開・ー
山・2ニ 4 ・ 4 ご F ー 'I! J 1- 11 _. 
... - I 

~ 同

a品 ~ tß七 寸

ヨ

卓三子F基

4 世こ 色昌 歪電ョ主事君

A
戸

A) 

~ J-ω 』

Ike-乎」干1r-，-砕す十寸

〈演奏旋律
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(演奏旋律 B) 

年

度

昭

. J吋 o r--... 4 

一一…ふ'!J 1 J. ~てF+=irj J I f~. J'~ヂ

決

詞

奏

←30秒→ ←2秒→←2秒→←2秒→←2秒、→

←→は実施した項白である。

問題のねらいと生徒の因雛点

終了

(1) 答案用紙の問題旋律中から，演奏される旋律と同じものを選ぶことによ

り，聴音力と読諸力をみようとするものである。

(2) この問題をとくためには楽譜をみて，その拍子なり リズムなりを感覚的

に感じることのできる視唱力，視奏力と，きく旋律のりズム，拍下についてす

ぐに反応することのできる聴音力が必要である。

(3) 音符.，休符などの時価やその配列について知的に理解しているばかりで

なく， 感覚的な拍子感， リズム感とよ〈結合して理解されていなければならな

し、。

ω~ A， B二つの小問中， Aは同じ拍子の旋律の凶つのリズム型の弁別であ

り，Bは拍子，およびリズムの弁別である。しかし， Bについてみると二拍チ

と三拍子の弁別は比較的容易であるので， Bは結局一ーつの旋律について弁別す 。

ることになる。したがってAに比賛してBは複雑のようであるけれど困難度は

fs:;いであろう。

(5) 全体として使用音符， リズムの点よりみて，困難度はそれほど高いとは

考えられない。正答率からみて，この部商については，相当生徒の能力の高い

ことが推察される。
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指導 上の留 意 点

(1) 読譜指導では，楽譜を読みとるというこ主主おなじに聞く旋律の拍子や

りズムを弁別する聴音ブ]を高める指導に留意しなければならなない。このよう

な指導は主として音楽の感覚的な感受性に関係するものであって，その児童生

徒の成長発達の点からみると，小中の過程がも っとも指導の適期であるからじ

9 うぶん指導しなければならない点である。

とくに中学校では，読譜と関連してこの力をのばさなければならない。

(め リズふや拍子の指導においては，教師の歌唱し，演奏する旋律について

すぐについてリ ズム打ができると同じよ うに，楽譜の旋律をみてその Pズムに

すぐに身体動作あるいは，打楽器によってすみやかに反応し得るというこ之が

大切である。

そのためには，器楽関係の問題の項でふれたように，合奏の持に，総譜をみ

て，そのリズム楽器の部分は全員で交代して演奏してみるとかr ただりズム諸

だけでなく旋律をきいて，また楽譜の旋律をみて，その拍子，あるいはリズム

を抽出して旋枠の演奏と為わせて拍子あるいはりズム打ちをしてみるという経

験をたくさん持たせることが，必要である。

(3) このような指導の場合，生徒にはただかんでリズム打をするだけでなく

楽譜をつねに見させておく必要がある。そのリズムを打っときも，その用具に

よっていろいろ感じがかわってくる。しかし同じりズムは，つねに同じリズム

でらるので，いつも手拍子だけで，練習するだけでなく，ある時はドラム，あ

る時はピアノ，ある時はオノレガンを用いて，いろいろと音色が変ったり，ある

いは音程がつく等，与えられる条件の変わる中で同じリズムを周期性の同ーと

して抽出して感じとるこ之ができるように指導上配慮する必要がある。

凶拍子:やリズム等きいていて判別しがたいときは，指揮法による拍子のと

りかたで判別させる方法もある。例えば%拍子の拍子やリズムのとりかたは%

の旋律について指揮絡を実際にふらせてみるとその感じをとりやすい場合があ

るから，指揮法を指導しておくとよい。

(5) 短いこ小節くらいの生徒のよく知っている歌曲の一節くらいをとって，

そのリ ズムをいろいろかえて，演奏してきかせ，書きとらせることも記譜力を
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たかめるによい方法である。この場合，はじめは音程を変えないで， リズムだ

けを変えることにより音程上の生徒の困難はlとりのぞいておいてやる。変化す

る旋律のもとになるはじめの旋律は，黒板に書いておいて示しておいてやって

もよい。そしてリズムをいろいろと変化させてその旋律を記諮させるのであ

る。
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P 

目聴音書 取

問題^uv，和3)年度突抜

一、

正答率イ~23"7% ロ~3.2%

+.J.72 ー

イ命苦 r 1 I J Iιず4一一:::j::rr，. ~ I J ，. (2 ~ 
ヤユ手"_ - r I -

待耳元

-h:) = 72 
恥I"¥.r I 1"_ ー"OI

0，IM_I ~I n lJ.iヲ hJ:仰す伊千十十千千ι-11
... ..'.....・-fi..1!II' -

苦手取

問題 B 昭和31年度実技 包) 正答率イ-67.5% ロ-46./%

AJ=ω 

イろC I I J.J I;J J J I J ] 1" J一円弓王詞
v....-~....._ _一一三」三一一市 三_!!_:#~"で←一千ー←一番取一一一一一一-' -一一一一一一一審取
丹 J=69 

#-o 
ロ'-'"・ - 目 -
~寸----.1 - - - -1  1 ~ 11 

ー一一岱取

問題 C 昭和32年度実技 (2)

正 答 率 イ-37.5% ロ-A-9.5% ロ-B-7.6%

すれ

" '--一一一一一一瞥取一一一一一J

J=60， r 

ロ手手ldJ7!JJ7JIiぷム=$=1三. t ~ 
」一一一一一審取A一一一一二一一./'-一一一一一一一番取B_./

問題 D 昭和33年度 実 技 (3)

J =60 
A 』

IE答率イ-3/./% ロ-21.5%

A芳:4I j [ I I I ト
でザか""""'-o IJ .ι→ぞL十戸 :::J---j ー I J I I"l' 11 
t.J . .t* .，，~ー ・

j J=ω 」ーで一一書取一~

B才4--:-t
棋士J 1IIIoJJ !I J ïJ J~ I，rpζI1 

E ，官、 L__ -- I ・ l 、... . ...-----
~一一一一説→ ニ ノ
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問題区 日係府134年度実技 (3) 正答率イ~釘.0% ロ--51/.8%

内 J=60
目

A非 合Tートーr-，----j ・ ー H-----i 
• I I IJ .J I.~ ..J I.IILI 判i

O.  u"  +'" _'W v et -o. .. -o. . 

A J :60 I で一一番取一一一ノ
B忍、τ f-+--:jア~.I:J tlcoI::lー II I I I U 

』」二一ーュ取• ti II.:J- ' ~ 

(注〉楽譜の下に「書取」としるしである部分は聴音書取をする部分である。

各年度の問題の実施方法

了

〉

図

終

R

合

<--ー→

← 40秒→←50秒『

一

四

(1) 30年度の実被の実施方法は資料不明のためあけe てない。

ω ←→の記号はその項目の内容を実施したことを示す。

(紛 31年度ロ の問題は四小節の主題を五回演奏する。表はイの問題の実施方

法を示したもので、ある。

- 58ー



32年度の表はイの場合を示すもので，ロ}とついては，前半，後半をそれぞ

れについて表の順序で実施した。 33年度と34年度の突施方法はほとんどかわら

ない。

(ω 主題演奏の同数，および記諾するための余裕などから考えて，笑施上の

条件としては32年度がもっともきびしく， 31年度はこれにつぎ， 33. 34年度は

もっともゆるいと考えられる。，

問題のねらいと生徒の困難点
、 '

(l) 演奏される旋律を聞いて，その旋律;を記錯することをとおして，聴音カ

と記譜カをみようとするものである。

{め 各年度の問題の拍子は%あるいは托であるが，拍子については旋律をき

いて生徒が弁別する必要はなく，問題用紙の記入用の五線上にすでに印刷して

あるのでこの点について生徒が拍子音色号を理解しているならば，困難はまった

くない。

(紛各年度の旋律は，その調の主音第五音，あるいは第三音に始まるl順次進

行p 忘るいは主要三和音の分散音程である。その中で，主音に始まる場合がも

っとも多く，分散音程は主和音の分散がもっとも多くつかわれていて，震3和音

がこれにつぎ，冨1J和音はまったく佼用されていない。

これらの音程は教材に多く出現するもので，生徒にとっては経験することが

多いと考えられるものである。

(4) 旋律の終止は，完全終止がつかわれてしる。小節はすべて完全小節であ

り，昭和30年度(司，昭和32年度制をのぞいては，使用音符はほとんど四分音符

であり，休符は問題用紙の五線上に印制してある。リズムはきわめて簡単であ

る。 30年度伺，32年度(坊の問題を除いてはこの点の抵抗はすくないと考えられ

る。 30年度の(吋の問題は凶分音符，付点四分音符，八分音符により， fイ)が四分

音符だけの単純なリズムであるのに比べて複雑となっている。正答率をみる主

(ロ)の場合{イ)が23.7%であるのに比較して3.2%と著しく低位を示している。これ

はまた五か年をとおして最低である。

各年度の笑施上の条件をあわせ考えてみると，生徒にとって問題自体のりズ

ムの複雑となっていること巧，その困難度を著しく高めた主因であると考えら
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れる。

このことは32年度のイおよびロを比較しでもいわれることである。ィでは

37.5%の正答率を示しているのに，やや tリズムが複雑になったロでは9.5%，

7.6%わ正答率しか示していない。リズムが多少複雑になると著しく生徒にと

って聴者ならびに記譜が困難となる。

(5) 名、問題で使用した調は， 32年度はト長調で為るが，その他の年度はすべ

てハ長調でゐる。県下の中学校では恐らくすべて移動ド法によっていると思わ

れる。楽器等を専攻する生徒で固定ド法による生徒がいたとしても，ノ、畏調は

移動下法と固定ド法の一致する調ぐ、あるからその点からの混乱はすくないと考

えられる。またハ長調は現状ではもっとも多く読譜指導に用いられていると考

えられるので，この調については他の調に比較して困難度は低いとみてよいで

あろう。

このことについては， ト長調を用いた32年度の正答率を位の年度と比較して

みると，あきらかにみとめられるものである。このことは，逆に考えると，ハ

長調はともかくとして他の調に移るとはなはだしく困難度が高まるどいうこと

になる。

(紛 各年度の問題の附，(l'l)を比較してみると，ωは主として順次進行であり

(ロ)は跳躍進行である。正答率をみると一般に併は(イ)に比較して低率である。

このことからして，聴音の上でたといそれが主要三和音の分散でよく用いら

れているものであっても分散音程の場合，順次進行より著しく困難度が高いと

考えられる。

(ワ) 問題?と対する各年度の生徒の感ずる悶難度を推定するこ之は，五か年を

とおしては，問題の質，実施方法も相当な違いがあるので困難である。

しかし， 33年度， 34年度は問題および実施方法もほぼ同質とみられるので，

その正答率等より考えてみて， 34年度生徒の能力がやや向上していることが認

められる。

指導よの留意点

(1) 聴音書取は視奏や視唱などの場合に必要な読譜力を高めるためには重要

であり ， またきわめて有効な学習で、あって，この学習経験はなるべ~g.くの機
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会に生徒に経験させることが必要である。読諮力があれば，拍子，リズム、，音

程のちがいの弁別は簡単なものになる。またそのような弁別力を高めることが

説譜力を高めることになる。聴音書取はリズム，拍子，音程等の感覚を読譜力

として総合的に訓練する学習で為るともいわれよう。

(2) この指導方法はいろいろ考えられると思うが，その練習法についていう

ならば，つぎのような方法も一切jであろう。

(a) まず旋律をきいたら拍子を弁別させること。手拍子や軽く指頭で机上を

打つというような方法をとら してよい。弁別しにくい場合には，前に述べ

たように指揮法による拍子のとりかたなどを指示して，大きい動作で強拍

部に注意させて反応させる 2ニ弁別しやすくなる。

(b)はじめの段階では，教師が階名で歌う旋律を模唱し，記憶して喜く，ま

た仮名で、かいておいて，あとで五練上に記設させるという方法もよし、。は

じめから旋律を記憶して書くというのでなく，旋律を聞く，階名で模唱す

る，言己譜するという順序で指導する。聴音書取の指導の初期の段階では記

諸すべき旋律を必ず声を出して歌うということを忘れてはならない。模唱

する時には，はじめは，ただ「ラ」あるいは「ア」で模唱するのもよい

が，しだいに旋律を階名で模唱する。ピアノで聞いた旋律を自分で階名に

おきかえて階名で模唱するというように進ませる。

わ) 書き取るにあたり，まず旋律を聞いたらその旋律が弱起であるか強起で

~るかをたしかめるように注意する。これは最初の，その旋律の拍子弁別

にひきつづいてなされる作業である。そして弱起の場合は不完全小節にな

ることをよく現解させておく。そのためには聴音書取の練習でははじめか

ら強起にかたよることなし強起，弱起の旋律をとりまぜて指導するo

ω旋律を記諮するときは，まず音程だけを考えて符頭をはじめに記人す

る。符尾は旋律をくり返してきく内にリズムをたしかめながら，つけるよ

うにする。その際，休符や時価の多い音符・休符は不注意によりまちがい

やすいから確実に記諾するようにしなければならない。

(3)' 聴音書取は，はじめから長い旋律を実施せず，短いフレ戸ズのような部

分旋律でよし、から，できるだけ多くの回散を笑施することが大切である。
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そして，その旋律の中の難しい音程については，それを部分的にとり出して

練習させるというような方法をとってもよい。白

位7聴音書取の実施中， ;J、節をくぎることは，音符を記入しながらくぎった

方がよいのではあるけれど，初歩のうちは，問題尻祇の丑綿をはじめから〈ぎ

らせておく事もよ、い。もちろんその時は，書取する旋律が何小節であるかをあ

らかじめ指示しておくことがニ必要である。

(5) 聴音香取のあとでは去の書きとった旋律を自分で歌ってたしかめてみる

ということを忘れてはならない。この習慣は初期の段階よりしっかりと身につ

けさせるべきである。

(6) 聴音書取に用いる旋律は，はじめより，長調あるいは短調のどちらかに

片よることなしその両方を適宜にまぜて，長調でも短調でも同じように書取

ができるように指導しなければならない。

(ワ) はじめより生徒があまり困難を感ずるようなむずかしい旋律はとりあっ i

、かわないように注意する必要がある。 ー音程がむずかしい時には拍子とリズムを

事前に指示しておいてやることや， リズムにとくに注意して聴音させたい時は

音程や拍子の容易なように配慮したり，事前に指示しておく等の措置をとらね

ばならなし、

いずれにしても聴音書取では与えられた旋律にすみやかに反応するこどが大

切なので，記諮させる前に聞いた旋律をすぐに階名で歌うとしづ学習が回数多

くなされるL必要が為る。その学習では，旋律を与えるのにいつもピアノで与え

るということよりも，オノレガンで，あるいはハーモユカで，または人声でとい

うようにいろいろな楽器で経験させることがのぞましい。この段階では聴音指

導はピアノでなければならないということはないと考える。もちろん旋律を潰

奏する楽器は音程がたしかでなければならないとことはいうまでもなく，教師

が歌ってやる場合も，とくに音程を正確にするように注意する。教師の歌う旋

律を記諮させる場合では，その教師の吾域と五椋上の記譜法でくい違いがない

よう，とくにパスの音域の教師は注意をすることが必要であろう。

(8) 困難点でふれたように，旋律の順次進行の場合よ・り分散音程による跳躍 ・

進行の場合，著しく困難度が高まるようである。移動ド法の利点は，音相互間
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の尺度として音階がひとたび感覚的にしっかりつかまえられるとそれがど-の調

の旋律の場合にも適用でぎるということでらる。したがって音階指導は}~→ド

の順次的な系列だけでなく，下→ソ，ミ→ドとというような音階内の音相互関

係がしっかり感覚的につかまえられるように指導しなけれ)まならない。たとえ

1， ば，.f→ミの場合はドレミとたどってドー〉ミとつかむのでなく，長三度の感覚

でドー〉ミとつかむことである。

このための指導としては，音階の主要三和音の分散手口音によりつくられた旋

律の聴音書取の練習を多くするこ之も，この感覚を身につけるための一方法で

あろう。音階は，ただ下→ドの順次進行だけでなく，音階内の音相互の関係も

感覚的につかまれるように指導されなくては，移動阿倍法をとる意味がない。

またこの関係、音感覚を指導するためには，自分で楽器によらないで， ド→ミ

あるいはソ→ミというように音程をつくってみる糠習も大切であって，そのた

めには視唱練習のとき指導者がいつもピアノにばかりたよっていてはいけな

い。楽器なしで視唱したり，歌唱したりする訓練も大切である。

ω) ハ長調以外の調子では著しくも困難度が高くなるが，中学三年卒業の段

階ではすくなくとも長・謂については， ト・長調，へ長調くらいまでは，あまりハ

長調との聞に聴音書取で難易度がちがわないように指導してあってほしいもの

である。このハ長調中心主義については現在異論も多くあるのであるが，実践

上たしかめねばならない点も多いので，この項ではふれないこととする。

ω 聴音書取の結果よりみて， リズム弁別力を高めなければならない。リ

ズム弁別力と同時にリズム記譜カが必要である。リズム記譜力をつけるために

は，音涯をつけないで，ただ打楽器等で演奏するリズムだけを記譜する，ある

いは， リズム諮をみて打楽器を演奏するとIいうような学習も効果をあげるであ

ろう。とくに器楽指導はリズム感をのばすのに有効である。その他，すでに述

べたことであるけれど，和音合唱の際リズムや拍子をかえていろいろと合唱し

てみるということもよい。

叫聴音書取では，聴音力と同時に記譜力をつけなければならない。そのた

めにはs 既習歌曲を正しくきれいに写譜する練習や，音程椋習で教材を歌いな

がら書く，拍子をとりながら書くというように，ただ楽譜をみて書きうっすと

いうのでなくて，実際の歌11昌やりズム，拍子うちをともなって記譜するという
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習慣を"写譜の機会を多くするとともに身につけるようにす号。

記諮・練習は聴音・香取りのためばかりで伝く，視唱力p 視奏力をつけるために

も効果的な学淘活動である。

ゆ 以上の指導は系統的に行う:必要がある。そのような指導をするときには

中学校音楽研究集会で作成した 「視唱教材之聴音教材」昭32年度，な2よはよい

資料であるので充分活用することが望ましい。

またこのような基礎指導はともすると機被的な棟習となり，生徒には全く興

味の持てない学習となりがちである。この点は実際指導にあたっては充分注意

すべきところであろう。音楽の技術を身につけていても，音楽をきらいにして

しまっては，結局「角をためて牛を殺す」こ とでしかあり得ないのであるか

ら。
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伝わりに

以上各問題に即し，またそれを手がかりとして，音楽教育の全般にわたり指

導上の留意点を述べてぎた。そのおのおの具体的な指導法について，われわれ

はそれが効果的な指導法であるとの経験をもつものではあるが，さらに，実践

を進めていられる諸先生方からその労;果を試みていただきずこいので、ある。

練達した教師は指導にあたり，他の者の見落としがちのところに気をくばり

指導効果をあげるものである。そのいわば効果的な指導のコツともいうべきも

のを，おたがいに身につけるならば，音楽教育の効巣は全体にいっそう向_t.-ず

るであろうし，さらにその効果をあげた指導技術を音ー楽の学習内容の系列や，

生徒の学習心理のうえから究明し，そのすぐ、れた指導技術の内容が，科学的に

も明らかになるならば，それを音楽教育の他の分野にもおよぼして指導効果を

さらにあげることも可能となるであろう。

すぐれた教師は，たとえば楽譜を指導しながらも，その指導した楽譜たよっ

てさらに生徒の音楽の表現と鑑賞意欲を増し，音楽愛好心をますます深めてい

く。

しかしややもすると「読諸はできるようになった，発声も美しい頭戸発声

ができるようになった」が，しかしその反面，音楽がいやになヮたとか音楽の

時間があまり好きでない生徒をつくる場合が往々にしてあるのではないだろう

か。

本研究においては?はじめに述べてあるように，問題に即してまとめてある

ため，指導上の留意点には生徒の行動に直接みられる，技術，および感覚的側

面の教材や学習活動を中心として述べているが，その根底には以上の考え方の

ゐることをここで確認しておきたいと思う。
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